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国立健康危機管理研究機構の設立について（通知） 

 

 

国立健康危機管理研究機構法（令和５年法律第46号。以下「機構法」という。）の施行に

伴い、国立感染症研究所（以下「感染研」という。）及び国立研究開発法人国立国際医療研

究センター（以下「NCGM」という。）を統合し、本年４月１日に国立健康危機管理研究機構

（以下「JIHS
ジース

」※という。）が設立されます。 ※Japan Institute for Health Security 

機構法及び国立健康危機管理研究機構法の施行に伴う関係法律の整備に関する法律（令和

５年法律第47号。以下「整備法」という。）の内容については、「「国立健康危機管理研究

機構法」及び「国立健康危機管理研究機構法の施行に伴う関係法律の整備に関する法律」の

公布について（通知）」（令和５年６月７日付け健発0607第７号・科発0607第４号各都道府

県知事・保健所設置市長・特別区長宛て厚生労働省健康局長・厚生労働省大臣官房厚生科学

課長連名通知。以下「公布通知」という。）により通知したところです。 

 その後、国立健康危機管理研究機構法施行令（令和６年政令第266号。以下「施行令」とい

う。）、国立健康危機管理研究機構の業務運営、財務及び会計並びに人事管理に関する省令

（令和７年厚生労働省令第３号。以下「機構省令」という。）、国立健康危機管理研究機構

法及び国立健康危機管理研究機構法の施行に伴う関係法律の整備に関する法律の施行に伴う

関係政令の整備に関する政令（令和７年政令第19号。以下「整備政令」という。別添１参照。）、

国立健康危機管理研究機構法及び国立健康危機管理研究機構法の施行に伴う関係法律の整備

に関する法律の施行に伴う厚生労働省関係省令の整備等に関する省令（令和７年厚生労働省

令第10号。以下「整備省令」という。別添２参照。）及び国立健康危機管理研究機構法及び

国立健康危機管理研究機構法の施行に伴う関係法律の整備に関する法律の施行に伴う厚生労

働省関係告示の整備等に関する告示（令和７年厚生労働省告示第52号。以下「整備告示」と

いう。別添３参照。）がそれぞれ公布されたところです。 

 これらの法令については、一部規定を除き、JIHSの設立とともに令和７年４月１日に施行

することとなりますが、その内容・趣旨等や、感染研の廃止及びNCGMの解散に伴う既存の通



 

知・事務連絡（以下「通知等」という。）の取扱い等について、下記のとおりとしますので、

十分御了知の上、管内の関係機関等に対し、その周知を図るとともに、その運用に遺漏のな

きようお願いします。 

 

 
 

＜施行令及び機構省令について＞ 

○施行令：国立健康危機管理研究機構法施行令 | e-Gov 法令検索 

○機構省令：国立健康危機管理研究機構の業務運営、財務及び会計並びに人事管理に関する省令 | e-

Gov 法令検索 

 

＜問い合わせ先＞ 

○JIHSに関する厚生労働省への問い合わせ先は以下のとおり 

  健康・生活衛生局 感染症対策部 感染症対策課 国立健康危機管理研究機構支援室 

   電話番号：03-3595-3308 

   本通知の内容等法令関係について ：廣川 

   JIHS運営に関する一般事項  ：村井、田岡、穂積、松本、廣川 

 



 

記 

 

第１ 関係法令の主な内容・趣旨等について 

 １ 施行令及び機構省令の内容・趣旨等について 

（１）施行令について 

○ 施行令では、研究開発審議会に関することなど、機構法において政令に委任された

事項その他施行に伴い必要な経過措置等を定めた。 

 

（２）機構省令について 

○ 機構省令では、機構法及び施行令において、JIHSの子法人の範囲等の事項を省令委

任しており、必要な規定を定めた。 

 

 ２ 整備政令、整備省令及び整備告示の内容・趣旨等について 

（１）整備政令について 

○ 整備政令では、機構法及び整備法の施行に伴い、医療法施行令（昭和 23 年政令第

326号）その他関係政令について所要の規定の整備を行うとともに、個人情報の保護に

関する法律施行令（平成15年政令第507号）を改正し、JIHS が法令の規定に基づき行

う公権力性の高い業務について、公的部門の安全管理措置を準用する規定に追加する

こと等を定めた。 

 

（２）整備省令及び整備告示について 

○ 整備省令及び整備告示では、機構法及び整備法の施行に伴い、予防接種法施行規則

（昭和23年厚生省令第36号）その他の厚生労働省関係省令及び厚生労働省関係告示に

ついて所要の規定の整備等を行った。 

 

＜検定等関係業務について＞ 

○ このうち、整備省令第５条の規定による医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安

全性の確保に関する法律施行規則（昭和36年厚生省令第１号）の改正の内容のほか、

JIHSが行う医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保に関する法律（昭和

35年法律第145号）第43条の検定に係る業務に関する関係法令の改正の趣旨・内容等に

ついては、４月１日付けで厚生労働省医薬局監視指導・麻薬対策課より国家検定等の

取り扱いに関する通知を別途発出するため、参照されたい。 

  また、整備告示第１条の規定による国立感染症研究所試験検査依頼規程（昭和35年

厚生省告示第82号）又は国立感染症研究所製品交付規程（昭和35年厚生省告示第83号）

の廃止後の国立健康危機管理研究機構が依頼を受けて行う試験検査又は製品交付につ

いては、それぞれ国立健康危機管理研究機構の規程により実施されるため、国立健康

危機管理研究機構国立感染症研究所総務部業務課に照会いただきたい。 

 

＜感染症法に基づく調査等に係る職員の身分証について＞ 

○ 整備省令第８条の規定による感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する



 

法律施行規則（平成10年厚生省令第99号。以下「感染症法施行規則」という。）の改正

に関して、各自治体においても使用する感染症法施行規則別記様式第一及び別記様式

第二の職員の身分を示す証明書についても改正を行っているところであるが、整備省

令附則第３条において経過措置を設けているところであり、ご了知いただきたい。 

 

＜ＤＭＡＴ事務局の移管について＞ 

○ 整備告示第20条の規定による医療法第三十条の十二の五第一項の規定に基づき厚生

労働大臣が指定する者（令和６年厚生労働省告示第106号）の改正に関して、「ＤＭＡ

Ｔ事務局の国立健康危機管理研究機構への移管について（周知）」（令和７年３月14日

付け厚生労働省医政局地域医療計画課事務連絡）により、ＤＭＡＴ事務局の移管につ

いてお知らせしているところであり、ご了知いただきたい。 

  また、これに関連しＤＭＡＴ事務局の国立健康危機管理研究機構への移管に伴い、

「日本ＤＭＡＴ活動要領について」（平成18年４月７日付け医政指発第0407001号）を

別添４の読替表のとおり読み替えて適用する。 

 

＜地方衛生研究所等との連携等について＞ 

○ 整備法第２条の規定による地域保健法（昭和22年法律第101号）の改正については、

公布通知においてもお示ししたところだが、地域保健法第26条に規定する、地域にお

ける専門的な調査研究・試験検査等のために必要な体制を担う「地方衛生研究所等」

の試験検査や調 査分析機能の強化を図るため、地方衛生研究所等とJIHSとの情報提

供及び人材育成等における連携に係る規定を整備しており、令和７年４月１日から施

行されるところである。 

  これに伴い、整備告示第２条の規定により地域保健対策の推進に関する基本的な指

針（平成６年厚生省告示第374号）を改正する等の手当を行っており、地方衛生研究所

等と JIHS の連携について、関係機関に周知する等、対応に遺漏なきようお願いした

い。なお、「地方衛生研究所等の整備における留意事項について」（令和５年３月29

日付け健発0329第10号厚生労働省健康局長通知）及び「IHEAT 運用要領」（令和６年

６月25日付け健生健発0625第１号厚生労働省健康・生活衛生局健康課長通知別紙）に

ついては、別途改正を行うこととする。 

 

第２ 通知等の取扱いについて 

１ JIHS 設立前に大臣官房厚生科学課及び感染症対策部（※）をはじめとする厚生労働省よ

り発出された通知等中の感染研又はNCGMの組織名称及び職名の取扱いについて 

○ JIHS設立前に発出された厚生労働省関係部局から発出された通知等に、 

① 感染研又はNCGMの業務として、それらの組織名称又は職名の記載があるもの 

② 感染研又はNCGMのホームページ等の引用があるもの 

③ 各自治体等の業務に関して、その連絡先等として、感染研又は NCGM の組織名称

又は職名の記載があるもの 

  等があるが、感染研又はNCGM が行っていた業務については、JIHS が引き継ぐことと

しているため、今後当該通知等を改正する際に所要の改正を行うこととし、それまで



 

の間、JIHSの設立後の機関の名称及び職名とみなして取り扱うこととすること（ただ

し、第１中で触れた通知については、第１に示すとおりの取扱いとする）。 

  なお、別添５の各通知については、それぞれ別添６の読替表のとおり読み替えて適

用することとする。 

（※）感染症対策部設置前に発出されたもので、「厚生労働省組織令及び食料・農業・農村政策

審議会令の一部を改正する政令等の施行に伴う健康局及び医薬・生活衛生局の組織再編等につ

いて（通知）」（令和５年８月30日付け健発0830第１号・薬生発0830第８号・生食発0830第１

号各都道府県知事・指定都市・中核市長宛て厚生労働省健康局長・厚生労働省医薬・生活衛生

局長・厚生労働省大臣官房生活衛生・食品安全審議官連名通知）の第２により、組織再編前に

発出されたもので効力を維持するものとされたものを含む。） 

 

○ JIHS設立前に、厚生労働省関係部局の各職・組織から発出された感染研・NCGM宛て

の通知等についても同様とし、JIHS設立後は当該通知等に係る事務を所管する職に対

し発出された通知等とみなし、その効力を維持するものとすること。また、JIHS設立

前に発出された通知等中の機関の名称及び職名については、今後当該通知等を改正す

る際に所要の改正を行うこととし、それまでの間、JIHSの設立後の機関の名称及び職

名とみなして取り扱うこととすること。 

 

２ 感染研・NCGMから発出された通知等について 

  JIHSの設立前に感染研及びNCGMの各職又は各機関より発出された通知等は、JIHS設

立後は当該通知等に係る事務を所管する職又は機関より発出された通知等とみなし、そ

の効力を維持するものとすること。 

 

第３ その他 

１ JIHSの組織 

 JIHS設立時の組織図は、以下のとおりである。 

 
２ JIHSの役員について 

(研究部門) （臨床部門） （国際協力・人材育成部門）

国立健康危機管理研究機構組織図

外部理事(4)

理 事 長 監 事 (2)

副 理 事 長 理事長特任補佐

理　事 理　事 理　事 理　事 理　事

（危機管理・総合調整担当） （研究連携推進担当） （臨床担当）
（人材育成、国際協
力、看護教育担当）

（ＤＸ推進担当）

内部統制・監査部

国 立 国 際 医 療 研 究 所

臨 床 研 究 セ ン タ ー

危機管理・運営局 総合研究開発支援局 医療提供支援局 人材育成局 システム基盤整備局

国 立 感 染 症 研 究 所

検　定　部

国立国際医療センター

国立国府台医療センター

国際医療協力局

国立看護大学校

理
事
会

事

業

部

門

統
括
部
門



 

 JIHS設立時の役員体制は、下表のとおりである。 

 

理事長 國土 典宏 

副理事長 脇田 隆字 

理事（危機管理・総合調整担当） 武井 貞治 

理事（研究連携推進担当） 四柳  宏 

理事（臨床担当） 宮嵜 英世 

理事（人材育成、国際協力、看護教育担当） 俣野 哲朗 

理事（ＤＸ推進担当） 今後公募予定 

理事（危機管理・総合調整担当）が兼務 

外部理事（非常勤） 詫摩 佳代 

外部理事（非常勤） 奈良由美子 

外部理事（非常勤） 平井 伸治 

外部理事（非常勤） 村山 利栄 

監事（非常勤） 白羽 龍三 

監事（非常勤） 中崎 尚 

 

３ JIHSのウェブサイト等について 

JIHSのホームページはhttps://www.jihs.go.jpとなる。感染研又はNCGMのホームペー

ジから順次移行となるため、ご了知願いたい。なお、JIHSに関する情報については、厚生

労働省ホームページ（国立健康危機管理研究機構（JIHS）｜厚生労働省）にも掲載してい

る。 

 

以上 
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三
号
）
第
十
四
条
第
一
項
第
四
号

二

信
用
金
庫
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
三
年
政
令
第
百
四
十
二
号
）
第
八
条
第
一
項
第
五
号

三

労
働
金
庫
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
七
年
政
令
第
四
十
六
号
）
第
三
条
第
四
号

（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
二
百
七
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
三
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

百
四
十
四

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構

第
四
十
三
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

百
二
十
八

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構

（
特
許
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
九
条

特
許
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
第
二
十
六
号
を
削
り
、
第
二
十
七
号
を
第
二
十
六
号
と
し
、
第
二
十
八
号
を
第
二
十
七
号
と
し
、
同
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
八

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構

（
放
射
性
同
位
元
素
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
条

放
射
性
同
位
元
素
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
二
百
五
十
九
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
一
条
第
二
項
中
第
二
十
二
号
を
削
り
、
第
二
十
三
号
を
第
二
十
二
号
と
し
、
第
二
十
四
号
か
ら
第
二
十
六

号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
法
及
び
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
七
年
一
月
二
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

政
令
第
十
九
号

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
法
及
び
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
法
（
令
和
五
年
法
律
第
四
十
六
号
）
及
び
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構

法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
四
十
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
関
係

法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
医
療
法
施
行
令
及
び
道
路
運
送
車
両
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
、
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
削
る
。

一

医
療
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
三
百
二
十
六
号
）
第
四
条
の
六
第
一
項

二

道
路
運
送
車
両
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二
百
五
十
四
号
）
第
十
四
条

（
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

五
条
の
二
第
四
十
号
中
「
の
在
職
期
間
」
の
下
に
「
及
び
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
法
（
令
和
五
年
法
律

第
四
十
六
号
）
附
則
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
退
職
手
当
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
勤
続
期
間
の
計
算
に
つ
い

て
職
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
と
み
な
さ
れ
る
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
の
職
員
と
し
て
の
在
職
期

間
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
十
一

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
法
附
則
第
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
退
職
手
当
の
算
定
の
基
礎
と
な

る
勤
続
期
間
の
計
算
に
つ
い
て
職
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
と
み
な
さ
れ
る
国
立
健
康
危
機
管
理
研

究
機
構
の
職
員
と
し
て
の
在
職
期
間

第
九
条
の
二
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

百
九
十
七

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
（
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
法
附
則
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
解
散
し
た
旧
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
を
含
む
。）

第
九
条
の
四
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

百
四
十
四

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構

（
自
衛
隊
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
十
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九
十
二

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構


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（
独
立
行
政
法
人
等
登
記
令
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

独
立
行
政
法
人
等
登
記
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
小
型
船
舶
検
査
機
構
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究

機
構

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
法

（
令
和
五
年
法
律
第
四
十
六
号
）

資
本
金

令和年月日 水曜日 第号官 報

（
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
二
百
九
十
二
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
第
一
号
中
「
、
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
削
り
、
同
表
第
七
号
中
「
沖

縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
」
の
下
に
「
、
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
」
を
加
え
る
。

（
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
三
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
三
十
九
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

百
十
五

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構

第
四
十
三
条
第
七
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

百
十
一

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構

（
国
の
利
害
に
関
係
の
あ
る
訴
訟
に
つ
い
て
の
法
務
大
臣
の
権
限
等
に
関
す
る
法
律
第
七
条
第
一
項
の
公
法
人
を
定

め
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

国
の
利
害
に
関
係
の
あ
る
訴
訟
に
つ
い
て
の
法
務
大
臣
の
権
限
等
に
関
す
る
法
律
第
七
条
第
一
項
の
公
法

人
を
定
め
る
政
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
三
百
九
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
中
「
国
民
年
金
基
金
連
合
会
」
の
下
に
「
、
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
」
を
加
え
る
。

（
国
等
に
よ
る
環
境
物
品
等
の
調
達
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
二
項
の
法
人
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改

正
）

第
二
十
一
条

国
等
に
よ
る
環
境
物
品
等
の
調
達
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
二
項
の
法
人
を
定
め
る
政
令

（
平
成
十
二
年
政
令
第
五
百
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
号
中
「
、
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
削
り
、
第
五
号
中「
日
本
中
央
競
馬
会
」

を
「
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
、
日
本
中
央
競
馬
会
」
に
改
め
る
。

（
電
波
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
二
条

電
波
法
施
行
令
（
平
成
十
三
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
十
五
号
を
削
る
。

（
健
康
増
進
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
三
条

健
康
増
進
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
三
百
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
六
号
中
「
高
度
専
門
医
療
に
関
す
る
研
究
等
を
行
う
国
立
研
究
開
発
法
人
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十

年
法
律
第
九
十
三
号
）
第
十
六
条
第
六
号
」
を
「
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
法（
令
和
五
年
法
律
第
四
十
六
号
）

第
二
十
三
条
第
一
項
第
十
二
号
」
に
改
め
る
。

（
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
四
条

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令（
平
成
十
五
年
政
令
第
二
十
七
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
国
民
年
金
基
金
連
合
会
」
の
下
に
「
、
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
」
を
加
え
る
。

（
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
五
条

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
十
九
条
第
一
項
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
号
の
次

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
六

十
五
条
の
四
第
一
項
又
は
第
六
十
五
条
の
五
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
行
う
業
務

（
環
境
情
報
の
提
供
の
促
進
等
に
よ
る
特
定
事
業
者
等
の
環
境
に
配
慮
し
た
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
二

条
第
四
項
の
法
人
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
六
条

環
境
情
報
の
提
供
の
促
進
等
に
よ
る
特
定
事
業
者
等
の
環
境
に
配
慮
し
た
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る

法
律
第
二
条
第
四
項
の
法
人
を
定
め
る
政
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
四
十
二
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
号
中
「
、
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
削
り
、
本
則
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構

（
国
等
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
等
の
排
出
の
削
減
に
配
慮
し
た
契
約
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
三
項
の
法

人
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
七
条

国
等
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
等
の
排
出
の
削
減
に
配
慮
し
た
契
約
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第

三
項
の
法
人
を
定
め
る
政
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三
百
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
号
中
「
、
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
削
り
、
第
五
号
中「
日
本
中
央
競
馬
会
」

を
「
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
、
日
本
中
央
競
馬
会
」
に
改
め
る
。

（
行
政
相
談
委
員
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
法
人
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

行
政
相
談
委
員
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
法
人
を
定
め
る
政
令
（
昭
和
四
十
一
年
政
令
第
二
百
二
十
二

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
号
中
「
、
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
削
り
、
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構

（
官
公
需
に
つ
い
て
の
中
小
企
業
者
の
受
注
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

官
公
需
に
つ
い
て
の
中
小
企
業
者
の
受
注
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
一
年
政
令
第
二
百

四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
中
「
、
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
削
り
、
同
条
第
六
号
中
「
及
び

福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
」
を
「
、
福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
及
び
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
」
に
改
め
る
。

（
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
五
十
一
年
政
令
第
二
百
五
十
二
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
第
一
号
中
「
、
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
削
り
、同
項
第
七
号
中「
沖

縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
」
の
下
に
「
、
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
」
を
加
え
る
。

（
大
学
等
に
お
け
る
技
術
に
関
す
る
研
究
成
果
の
民
間
事
業
者
へ
の
移
転
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改

正
）

第
十
八
条

大
学
等
に
お
け
る
技
術
に
関
す
る
研
究
成
果
の
民
間
事
業
者
へ
の
移
転
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（
平
成
十
年
政
令
第
二
百
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
第
六
号
を
削
り
、
第
七
号
を
第
六
号
と
し
、
第
八
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

（
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
九
条

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
二

十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
第
二
項
中
「
法
人
は
、」の
下
に
「
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
及
び
」
を
加
え
る
。

（
独
立
行
政
法
人
の
組
織
、
運
営
及
び
管
理
に
係
る
共
通
的
な
事
項
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
条

独
立
行
政
法
人
の
組
織
、
運
営
及
び
管
理
に
係
る
共
通
的
な
事
項
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第

三
百
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
表
厚
生
労
働
大
臣
の
項
中
「
国
立
研
究
開
発
法
人
審
議
会
」
を
「
国
立
研
究
開
発
法
人
等
審
議
会
」
に

改
め
る
。

別
表
第
二
中
「
、
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
削
る
。





（
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
十
五
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
施
行
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
九
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。別

表
原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機
構
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構

国
立
健
康
危
管
理
研
究
機
構
法
（
令
和
五
年
法
律
第
四
十
六
号
）

令和年月日 水曜日 第号官 報

（
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
八
条

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
三
百
十

四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
の
二
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
研
究
開
発
法
人
」
を
「
研
究
開
発
独
立
行
政
法
人
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
一
の
項
中
第
八
号
を
削
り
、
第
九
号
を
第
八
号
と
し
、
第
十
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰

り
上
げ
る
。

別
表
第
二
の
十
四
の
項
を
削
り
、
同
表
の
十
五
の
項
中
「
第
十
七
条
第
五
号
」
を
「
第
十
六
条
第
五
号
」に
改
め
、

同
項
を
同
表
の
十
四
の
項
と
し
、
同
表
の
十
六
の
項
中
「
第
十
八
条
第
六
号
」
を
「
第
十
七
条
第
六
号
」
に
改
め
、

同
項
を
同
表
の
十
五
の
項
と
し
、
同
表
中
十
七
の
項
を
十
六
の
項
と
し
、
十
八
の
項
か
ら
二
十
七
の
項
ま
で
を
一
項

ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

（
統
計
法
施
行
令
及
び
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
九
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機
構
」
の
下
に
「
、
国
立
健
康
危
機

管
理
研
究
機
構
」
を
加
え
る
。

一

統
計
法
施
行
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
三
百
三
十
四
号
）
第
一
条

二

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
八
年
政
令
第
三
十
二
号
）
第
二

条
（
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
三
十
条

職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
三
百
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
二
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九
十
四

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構

第
三
十
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
十
三

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構

（
行
政
執
行
法
人
の
役
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
三
十
一
条

行
政
執
行
法
人
の
役
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
三
百
九
十
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
十
三

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構

（
母
子
家
庭
の
母
及
び
父
子
家
庭
の
父
の
就
業
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
六
条
の
法
人
を
定
め
る
政
令
の
一

部
改
正
）

第
三
十
二
条

母
子
家
庭
の
母
及
び
父
子
家
庭
の
父
の
就
業
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
六
条
の
法
人
を
定
め
る

政
令
（
平
成
二
十
五
年
政
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
号
中
「
、
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
削
り
、
第
五
号
中「
日
本
中
央
競
馬
会
」

を
「
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
、
日
本
中
央
競
馬
会
」
に
改
め
る
。

（
国
等
に
よ
る
障
害
者
就
労
施
設
等
か
ら
の
物
品
等
の
調
達
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
十
三
条

国
等
に
よ
る
障
害
者
就
労
施
設
等
か
ら
の
物
品
等
の
調
達
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二

十
五
年
政
令
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
中
「
、
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
削
り
、
同
条
第
五
号
中
「
日
本

中
央
競
馬
会
」
を
「
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
、
日
本
中
央
競
馬
会
」
に
改
め
る
。

（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
十
四
条

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
二
十
五
年
政
令
第
百
二
十
二
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
二
中
第
十
八
号
を
削
り
、
第
十
九
号
を
第
十
八
号
と
し
、
第
二
十
号
か
ら
第
三
十
三
号
ま
で
を
一
号
ず

つ
繰
り
上
げ
る
。

第
三
条
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構

（
雨
水
の
利
用
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
二
項
の
法
人
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
三
十
六
条

雨
水
の
利
用
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
二
項
の
法
人
を
定
め
る
政
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第

百
七
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
号
中
「
、
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
削
り
、
第
五
号
中「
日
本
中
央
競
馬
会
」

を
「
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
、
日
本
中
央
競
馬
会
」
に
改
め
る
。

（
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
十
七
条

女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
七
年
政
令
第
三
百
十
八

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
五
号
中
「
及
び
福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
」
を
「
、
福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
及
び
国
立
健
康
危
機
管

理
研
究
機
構
」
に
改
め
る
。

（
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
十
八
条

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
の
三
第
十
項
第
一
号
中
「
次
に
掲
げ
る
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
別
研
究
機
関
等
」
と
い
う
。）」

を
「
特
別
研
究
機
関
等
（
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
に
改
め
、
同

号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構

第
二
十
七
条
の
四
第
二
十
四
項
第
一
号
中
「
次
に
掲
げ
る
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
別
研
究
機
関
等
」
と

い
う
。）」
を
「
特
別
研
究
機
関
等
（
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
に

改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構

第
四
十
条
の
三
第
二
号
中
「
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
」
を
「
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
、
自
動
車
安
全

運
転
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
の
四
の
三
第
六
項
第
四
号
中
「
、
独
立
行
政
法
人
航
空
大
学
校
法
」
を
「
及
び
独
立
行
政
法
人
航
空
大

学
校
法
」
に
改
め
、「
及
び
高
度
専
門
医
療
に
関
す
る
研
究
等
を
行
う
国
立
研
究
開
発
法
人
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二

十
年
法
律
第
九
十
三
号
）
に
規
定
す
る
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
施
設
」
を
削
り
、
同

項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
法
（
令
和
五
年
法
律
第
四
十
六
号
）
に
規
定
す
る
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究

機
構
の
施
設

（
所
得
税
法
施
行
令
及
び
法
人
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
十
九
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
」
を
「
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
、

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

一

所
得
税
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
九
十
六
号
）
第
二
百
十
七
条
第
二
号

二

法
人
税
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
九
十
七
号
）
第
七
十
七
条
第
二
号

（
消
費
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
十
条

消
費
税
法
施
行
令
（
昭
和
六
十
三
年
政
令
第
三
百
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
第
一
号
中
「
、
独
立
行
政
法
人
航
空
大
学
校
法
」
を
「
及
び
独
立
行
政
法
人
航
空
大
学
校
法
」に
改
め
、

「
及
び
高
度
専
門
医
療
に
関
す
る
研
究
等
を
行
う
国
立
研
究
開
発
法
人
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
九
十

三
号
）
に
規
定
す
る
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
施
設
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

三

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
法
（
令
和
五
年
法
律
第
四
十
六
号
）
に
規
定
す
る
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究

機
構
の
施
設


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附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
法
の
施
行
の
日
（
令
和
七
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
環
境
情
報
の
提
供
の
促
進
等
に
よ
る
特
定
事
業
者
等
の
環
境
に
配
慮
し
た
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
二

条
第
四
項
の
法
人
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

２

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
法
附
則
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
解
散
し
た
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
国

際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）の
令
和
六
年
四
月
一
日
に
始
ま
る
事
業
年
度
の
事
業
活
動

に
係
る
環
境
情
報
の
提
供
の
促
進
等
に
よ
る
特
定
事
業
者
等
の
環
境
に
配
慮
し
た
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
環
境
報
告
書

の
作
成
及
び
公
表
に
つ
い
て
は
、
セ
ン
タ
ー
の
事
業
活
動
を
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
の
事
業
活
動
と
み
な
し

て
、
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
が
行
う
も
の
と
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

総
務
大
臣

村
上
誠
一
郎

法
務
大
臣

鈴
木

馨
祐

財
務
大
臣

加
藤

勝
信

文
部
科
学
大
臣

阿
部

俊
子

厚
生
労
働
大
臣

福
岡

資
麿

経
済
産
業
大
臣

武
藤

容
治

国
土
交
通
大
臣

中
野

洋
昌

環
境
大
臣

浅
尾
慶
一
郎

防
衛
大
臣

中
谷

元


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〇
厚
生
労
働
省
令
第
十
号

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
法
（
令
和
五
年
法
律
第
四
十
六
号
）
及
び
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
法
の
施
行

に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
四
十
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
関
係
法
令
の
規

定
に
基
づ
き
、
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
法
及
び
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の

整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
二
月
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

福
岡

資
麿



MAAYV
テキスト ボックス
【別紙２】




国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
法
及
び
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令

（
予
防
接
種
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

予
防
接
種
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
九
条
の
二

令
第
十
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
九
条
の
二

令
第
十
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
、
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国
立
研
究
開
発
法
人

国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国
立
研
究

開
発
法
人
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
若
し
く
は

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
の
設
置
す
る
医
療
機
関
又
は
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五

号
）
第
二
条
第
三
項
第
九
号
に
規
定
す
る
事
業
を
行
う
施
設
で
あ
っ
て
、
進
行
性
筋
萎
縮
症
者
が
入
所
又
は

入
院
を
し
、
必
要
な
治
療
、
訓
練
及
び
生
活
指
導
を
行
う
も
の

二

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
、
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国
立
研
究
開
発
法
人

国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国
立
研
究

開
発
法
人
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
若
し
く
は

国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
置
す
る
医
療
機
関
又
は
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十

六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
二
条
第
三
項
第
九
号
に
規
定
す
る
事
業
を
行
う
施
設
で
あ
っ
て
、
進
行
性
筋
萎

縮
症
者
が
入
所
又
は
入
院
を
し
、
必
要
な
治
療
、
訓
練
及
び
生
活
指
導
を
行
う
も
の

三
〜
五

（
略
）

三
〜
五

（
略
）

（
医
療
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
十
一
条

第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
十
四
号
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
病
院
で
あ
つ
て
特
定
機
能
病
院
で

な
い
も
の
（
以
下
「
事
故
等
報
告
病
院
」
と
い
う
。）の
管
理
者
に
つ
い
て
、
準
用
す
る
。

第
十
一
条

第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
十
四
号
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
病
院
で
あ
つ
て
特
定
機
能
病
院
で

な
い
も
の
（
以
下
「
事
故
等
報
告
病
院
」
と
い
う
。）の
管
理
者
に
つ
い
て
、
準
用
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
、
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国
立
研
究
開
発
法
人

国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国
立
研
究

開
発
法
人
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
及
び
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
開
設

す
る
病
院

二

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
、
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国
立
研
究
開
発
法
人

国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国
立
研
究

開
発
法
人
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
及
び
国
立

研
究
開
発
法
人
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
開
設
す
る
病
院

三

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
の
開
設
す
る
病
院

（
新
設
）

四

（
略
）

三

（
略
）

（
生
活
保
護
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

生
活
保
護
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
特
定
教
育
訓
練
施
設
）

（
特
定
教
育
訓
練
施
設
）

第
十
八
条
の
八

法
第
五
十
五
条
の
五
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲

げ
る
教
育
訓
練
施
設
と
す
る
。

第
十
八
条
の
八

法
第
五
十
五
条
の
五
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲

げ
る
教
育
訓
練
施
設
と
す
る
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

六

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
法
（
令
和
五
年
法
律
第
四
十
六
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
第
十
二
号
に
規

定
す
る
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
及
び
高
度
専
門
医
療
に
関
す
る
研
究
等
を
行
う
国
立
研
究
開
発
法
人

に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
九
十
三
号
）
第
三
条
の
二
に
規
定
す
る
国
立
高
度
専
門
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
の
職
員
の
養
成
及
び
研
修
を
目
的
と
し
て
看
護
に
関
す
る
学
理
及
び
技
術
の
教
授
及
び
研
究
並
び
に

研
修
を
行
う
施
設

六

高
度
専
門
医
療
に
関
す
る
研
究
等
を
行
う
国
立
研
究
開
発
法
人
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
九

十
三
号
）
第
十
六
条
第
六
号
に
規
定
す
る
国
立
高
度
専
門
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
養
成
及
び
研
修
を

目
的
と
し
て
看
護
に
関
す
る
学
理
及
び
技
術
の
教
授
及
び
研
究
並
び
に
研
修
を
行
う
施
設

七
・
八

（
略
）

七
・
八

（
略
）
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（
地
域
保
健
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

地
域
保
健
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
厚
生
省
令
第
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
地
域
保
健
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
並
び
に
試
験
及
び
検
査
に
関
連
す
る
業
務
）

（
地
域
保
健
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
並
び
に
試
験
及
び
検
査
に
関
連
す
る
業
務
）

第
四
条

法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
業
務
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
と
す
る
。

第
四
条

法
第
二
十
六
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
業
務
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
保
健
対
策
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
調
査
及
び
研
究
並
び
に
試
験
及
び
検
査
で
あ
っ
て
、
専
門
的
な
知
識
及
び
技
術
を
必
要
と
す
る
も
の

並
び
に
前
二
号
に
掲
げ
る
業
務
に
関
し
て
必
要
な
業
務

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
地
域
保
健
対
策
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

調
査
及
び
研
究
並
び
に
試
験
及
び
検
査
で
あ
っ
て
、
専
門
的
な
知
識
及
び
技
術
を
必
要
と
す
る
も
の
並
び
に

前
二
号
に
掲
げ
る
業
務
に
関
し
て
必
要
な
業
務

（
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
厚
生
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
医
薬
品
の
検
定
の
申
請
及
び
検
定
機
関
）

（
医
薬
品
の
検
定
の
申
請
及
び
検
定
機
関
）

第
百
九
十
七
条

（
略
）

第
百
九
十
七
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

令
第
五
十
八
条
の
検
定
機
関
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
医
薬
品
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲

げ
る
機
関
と
す
る
。

４

令
第
五
十
八
条
の
検
定
機
関
は
、
生
物
学
的
製
剤
又
は
抗
菌
性
物
質
製
剤
で
あ
る
医
薬
品
に
つ
い
て
は
国
立

感
染
症
研
究
所
、
そ
の
他
の
医
薬
品
に
つ
い
て
は
国
立
医
薬
品
食
品
衛
生
研
究
所
と
す
る
。

一

生
物
学
的
製
剤
又
は
抗
菌
性
物
質
製
剤
で
あ
る
医
薬
品

当
該
医
薬
品
の
品
目
ご
と
に
、
機
構
又
は
国
立

健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
の
う
ち
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
も
の

（
新
設
）

二

前
号
に
掲
げ
る
医
薬
品
以
外
の
医
薬
品

国
立
医
薬
品
食
品
衛
生
研
究
所

（
新
設
）

５

（
略
）

５

（
略
）

（
削
る
）

６

第
一
項
の
申
請
書
に
は
、
令
第
五
十
八
条
の
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
手
数
料
の
額
に
相
当
す
る
収
入
印
紙

を
貼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
製
造
・
試
験
記
録
等
要
約
書
の
様
式
の
作
成
及
び
変
更
）

（
製
造
・
試
験
記
録
等
要
約
書
の
様
式
の
作
成
及
び
変
更
）

第
百
九
十
七
条
の
三

製
造
・
試
験
記
録
等
要
約
書
の
様
式
は
、
製
造
販
売
業
者
（
選
任
外
国
製
造
医
薬
品
等
製

造
販
売
業
者
を
含
む
。
第
百
九
十
七
条
の
七
か
ら
第
百
九
十
七
条
の
十
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）の
申
請
に
基
づ

き
、
品
目
ご
と
に
、
当
該
品
目
に
係
る
検
定
機
関
が
作
成
し
、
又
は
変
更
す
る
も
の
と
す
る
。

第
百
九
十
七
条
の
三

製
造
・
試
験
記
録
等
要
約
書
の
様
式
は
、
製
造
販
売
業
者
（
選
任
外
国
製
造
医
薬
品
等
製

造
販
売
業
者
を
含
む
。
第
百
九
十
七
条
の
七
か
ら
第
百
九
十
七
条
の
十
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）の
申
請
に
基
づ

き
、
品
目
ご
と
に
、
国
立
感
染
症
研
究
所
が
作
成
し
、
又
は
変
更
す
る
も
の
と
す
る
。

（
製
造
・
試
験
記
録
等
要
約
書
の
様
式
の
作
成
の
申
請
）

（
製
造
・
試
験
記
録
等
要
約
書
の
様
式
の
作
成
の
申
請
）

第
百
九
十
七
条
の
四

製
造
販
売
業
者
は
、
指
定
製
剤
に
該
当
す
る
品
目
に
つ
い
て
法
第
十
四
条
第
一
項
の
承
認

を
受
け
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
品
目
に
係
る
検
定
機
関
に
対
し
、
製
造
・
試
験
記
録
等
要
約
書
の
様
式

の
作
成
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
指
定
製
剤
に
該
当
す
る
品
目
に
つ
い
て
同
項
の
承
認
を
受
け
た
後
、

製
造
・
試
験
記
録
等
要
約
書
の
様
式
が
作
成
さ
れ
る
前
に
、
当
該
品
目
に
つ
い
て
同
条
第
十
五
項
の
承
認
を
受

け
た
場
合
に
お
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

第
百
九
十
七
条
の
四

製
造
販
売
業
者
は
、
指
定
製
剤
に
該
当
す
る
品
目
に
つ
い
て
法
第
十
四
条
第
一
項
の
承
認

を
受
け
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
国
立
感
染
症
研
究
所
に
対
し
、
製
造
・
試
験
記
録
等
要
約
書
の
様
式
の
作
成

を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
指
定
製
剤
に
該
当
す
る
品
目
に
つ
い
て
同
項
の
承
認
を
受
け
た
後
、
製
造
・

試
験
記
録
等
要
約
書
の
様
式
が
作
成
さ
れ
る
前
に
、
当
該
品
目
に
つ
い
て
同
条
第
十
五
項
の
承
認
を
受
け
た
場

合
に
お
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

指
定
製
剤
に
該
当
す
る
品
目
に
つ
い
て
法
第
十
四
条
第
一
項
の
承
認
の
申
請
を
行
つ
た
製
造
販
売
業
者
は
、

同
項
の
承
認
を
受
け
た
後
速
や
か
に
製
造
販
売
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に

は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
る
前
に
お
い
て
も
、
当
該
品
目
に
係
る
検

定
機
関
に
対
し
、
製
造
・
試
験
記
録
等
要
約
書
の
様
式
の
作
成
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

指
定
製
剤
に
該
当
す
る
品
目
に
つ
い
て
法
第
十
四
条
第
一
項
の
承
認
の
申
請
を
行
つ
た
製
造
販
売
業
者
は
、

同
項
の
承
認
を
受
け
た
後
速
や
か
に
製
造
販
売
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に

は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
る
前
に
お
い
て
も
、
国
立
感
染
症
研
究
所

に
対
し
、
製
造
・
試
験
記
録
等
要
約
書
の
様
式
の
作
成
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

（
略
）

４

（
略
）

５

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
行
つ
た
製
造
販
売
業
者
は
、
当
該
品
目
に
つ
い
て
法
第
十
四
条
第
一
項
の
承

認
を
受
け
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
品
目
に
係
る
承
認
書
の
写
し
を
当
該
品
目
に
係
る
検
定
機
関
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
行
つ
た
製
造
販
売
業
者
は
、
当
該
品
目
に
つ
い
て
法
第
十
四
条
第
一
項
の
承

認
を
受
け
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
品
目
に
係
る
承
認
書
の
写
し
を
国
立
感
染
症
研
究
所
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

６

（
略
）

６

（
略
）
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（
製
造
・
試
験
記
録
等
要
約
書
の
様
式
の
変
更
等
の
申
請
）

（
製
造
・
試
験
記
録
等
要
約
書
の
様
式
の
変
更
等
の
申
請
）

第
百
九
十
七
条
の
五

製
造
販
売
業
者
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
製
造
・
試
験
記
録
等
要
約
書
の
様
式
が
作
成
さ

れ
た
場
合
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
品
目
に
係
る
検
定
機
関
に

対
し
、当
該
製
造
・
試
験
記
録
等
要
約
書
の
様
式
の
変
更
又
は
変
更
の
確
認
の
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
九
十
七
条
の
五

製
造
販
売
業
者
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
製
造
・
試
験
記
録
等
要
約
書
の
様
式
が
作
成
さ

れ
た
場
合
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
国
立
感
染
症
研
究
所
に
対
し
、

当
該
製
造
・
試
験
記
録
等
要
約
書
の
様
式
の
変
更
又
は
変
更
の
確
認
の
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

指
定
製
剤
に
該
当
す
る
品
目
に
つ
い
て
法
第
十
四
条
第
十
五
項
の
承
認
の
申
請
を
行
つ
た
製
造
販
売
業
者

は
、
同
項
の
承
認
を
受
け
た
後
速
や
か
に
製
造
販
売
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
あ
る
場

合
に
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
第
十
五
項
の
承
認
を
受
け
る
前
に
お
い
て
も
、
当
該
品
目
に

係
る
検
定
機
関
に
対
し
、
製
造
・
試
験
記
録
等
要
約
書
の
様
式
の
変
更
又
は
変
更
の
確
認
の
申
請
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

３

指
定
製
剤
に
該
当
す
る
品
目
に
つ
い
て
法
第
十
四
条
第
十
五
項
の
承
認
の
申
請
を
行
つ
た
製
造
販
売
業
者

は
、
同
項
の
承
認
を
受
け
た
後
速
や
か
に
製
造
販
売
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
あ
る
場

合
に
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
第
十
五
項
の
承
認
を
受
け
る
前
に
お
い
て
も
、
国
立
感
染
症

研
究
所
に
対
し
、
製
造
・
試
験
記
録
等
要
約
書
の
様
式
の
変
更
又
は
変
更
の
確
認
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

４

（
略
）

４

（
略
）

５

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
行
つ
た
製
造
販
売
業
者
は
、
当
該
品
目
に
つ
い
て
法
第
十
四
条
第
十
五
項
の

承
認
を
受
け
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
品
目
に
係
る
承
認
書
の
写
し
を
当
該
品
目
に
係
る
検
定
機
関
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
行
つ
た
製
造
販
売
業
者
は
、
当
該
品
目
に
つ
い
て
法
第
十
四
条
第
十
五
項
の

承
認
を
受
け
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
品
目
に
係
る
承
認
書
の
写
し
を
国
立
感
染
症
研
究
所
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

（
略
）

６

（
略
）

（
資
料
の
提
出
）

（
資
料
の
提
出
）

第
百
九
十
七
条
の
七

検
定
機
関
は
、
第
百
九
十
七
条
の
三
の
申
請
を
行
つ
た
製
造
販
売
業
者
又
は
法
第
八
十
条

の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
原
薬
等
を
製
造
す
る
者
に
対
し
て
、
製
造
・
試
験
記
録
等
要
約
書
の
様
式
の
作
成
又

は
変
更
の
た
め
に
必
要
な
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
九
十
七
条
の
七

国
立
感
染
症
研
究
所
は
、
第
百
九
十
七
条
の
三
の
申
請
を
行
つ
た
製
造
販
売
業
者
又
は
法

第
八
十
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
原
薬
等
を
製
造
す
る
者
に
対
し
て
、
製
造
・
試
験
記
録
等
要
約
書
の
様
式

の
作
成
又
は
変
更
の
た
め
に
必
要
な
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
検
定
機
関
と
製
造
販
売
業
者
と
の
協
議
）

（
国
立
感
染
症
研
究
所
と
製
造
販
売
業
者
と
の
協
議
）

第
百
九
十
七
条
の
八

検
定
機
関
は
、
製
造
・
試
験
記
録
等
要
約
書
の
様
式
の
作
成
又
は
変
更
に
当
た
つ
て
は
、

必
要
に
応
じ
、
第
百
九
十
七
条
の
三
の
申
請
を
行
つ
た
製
造
販
売
業
者
と
協
議
す
る
も
の
と
す
る
。

第
百
九
十
七
条
の
八

国
立
感
染
症
研
究
所
は
、
製
造
・
試
験
記
録
等
要
約
書
の
様
式
の
作
成
又
は
変
更
に
当
た

つ
て
は
、
必
要
に
応
じ
、
第
百
九
十
七
条
の
三
の
申
請
を
行
つ
た
製
造
販
売
業
者
と
協
議
す
る
も
の
と
す
る
。

（
検
定
機
関
に
よ
る
様
式
の
変
更
）

（
国
立
感
染
症
研
究
所
に
よ
る
様
式
の
変
更
）

第
百
九
十
七
条
の
九

検
定
機
関
は
、
第
百
九
十
七
条
の
三
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
作
成
し
た
製
造
・
試
験
記

録
等
要
約
書
の
様
式
の
変
更
が
必
要
と
な
つ
た
と
認
め
る
場
合
は
、
当
該
様
式
に
係
る
製
造
販
売
業
者
と
協
議

の
上
、
当
該
様
式
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
九
十
七
条
の
九

国
立
感
染
症
研
究
所
は
、第
百
九
十
七
条
の
三
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、作
成
し
た
製
造
・

試
験
記
録
等
要
約
書
の
様
式
の
変
更
が
必
要
と
な
つ
た
と
認
め
る
場
合
は
、
当
該
様
式
に
係
る
製
造
販
売
業
者

と
協
議
の
上
、
当
該
様
式
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
製
造
販
売
業
者
へ
の
通
知
）

（
製
造
販
売
業
者
へ
の
通
知
）

第
百
九
十
七
条
の
十

検
定
機
関
は
、
製
造
・
試
験
記
録
等
要
約
書
の
様
式
を
作
成
又
は
変
更
し
た
と
き
は
、
当

該
作
成
又
は
変
更
の
申
請
を
行
つ
た
製
造
販
売
業
者
（
前
条
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該

様
式
に
係
る
申
請
を
行
つ
た
製
造
販
売
業
者
）
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

第
百
九
十
七
条
の
十

国
立
感
染
症
研
究
所
は
、
製
造
・
試
験
記
録
等
要
約
書
の
様
式
を
作
成
又
は
変
更
し
た
と

き
は
、
当
該
作
成
又
は
変
更
の
申
請
を
行
つ
た
製
造
販
売
業
者
（
前
条
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
場
合
に
あ
つ
て

は
、
当
該
様
式
に
係
る
申
請
を
行
つ
た
製
造
販
売
業
者
）
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
再
生
医
療
等
製
品
の
検
定
の
申
請
及
び
検
定
機
関
）

（
再
生
医
療
等
製
品
の
検
定
の
申
請
及
び
検
定
機
関
）

第
百
九
十
七
条
の
十
一

（
略
）

第
百
九
十
七
条
の
十
一

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

（
削
る
）

５

第
一
項
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
第
百
九
十
七
条
第
六
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
医
療
機
器
の
検
定
の
申
請
及
び
検
定
機
関
）

（
医
療
機
器
の
検
定
の
申
請
及
び
検
定
機
関
）

第
百
九
十
七
条
の
十
二

（
略
）

第
百
九
十
七
条
の
十
二

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

（
削
る
）

５

第
一
項
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
第
百
九
十
七
条
第
六
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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様
式
第
九
十
五
か
ら
様
式
第
九
十
六
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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（
外
国
医
師
等
が
行
う
臨
床
修
練
等
に
係
る
医
師
法
第
十
七
条
等
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

外
国
医
師
等
が
行
う
臨
床
修
練
等
に
係
る
医
師
法
第
十
七
条
等
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
二
年
厚
生
省
令
第
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
病
院
等
の
指
定
等
）

（
病
院
等
の
指
定
等
）

第
一
条

（
略
）

第
一
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

法
第
二
条
第
十
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
病
院
は
、
次
に
掲
げ
る
病
院
と
す
る
。

３

法
第
二
条
第
十
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
病
院
は
、
次
に
掲
げ
る
病
院
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

高
度
専
門
医
療
に
関
す
る
研
究
等
を
行
う
国
立
研
究
開
発
法
人
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
九

十
三
号
）
第
三
条
の
二
に
規
定
す
る
国
立
高
度
専
門
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
が
開
設
す
る
病
院

三

高
度
専
門
医
療
に
関
す
る
研
究
等
を
行
う
国
立
研
究
開
発
法
人
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
九

十
三
号
）
第
三
条
の
二
に
規
定
す
る
国
立
高
度
専
門
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

四

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
が
開
設
す
る
病
院

（
新
設
）

五

（
略
）

四

（
略
）

４

第
二
項
の
診
療
所
が
法
第
二
条
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
る
場
合
又
は
前
項
第
五
号
の
病
院
が
同

条
第
十
三
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
る
場
合
に
は
、
緊
密
な
連
携
体
制
を
確
保
す
る
病
院
の
管
理
者
の
同

意
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
二
項
の
診
療
所
が
法
第
二
条
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
る
場
合
又
は
前
項
第
四
号
の
病
院
が
法

第
二
条
第
十
三
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
る
場
合
に
は
、
緊
密
な
連
携
体
制
を
確
保
す
る
病
院
の
管
理
者

の
同
意
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
医
薬
品
の
臨
床
試
験
の
実
施
の
基
準
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

医
薬
品
の
臨
床
試
験
の
実
施
の
基
準
に
関
す
る
省
令
（
平
成
九
年
厚
生
省
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
治
験
審
査
委
員
会
の
設
置
）

（
治
験
審
査
委
員
会
の
設
置
）

第
二
十
七
条

実
施
医
療
機
関
の
長
は
、
治
験
を
行
う
こ
と
の
適
否
そ
の
他
の
治
験
に
関
す
る
調
査
審
議
を
次
に

掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
治
験
審
査
委
員
会
に
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
七
条

実
施
医
療
機
関
の
長
は
、
治
験
を
行
う
こ
と
の
適
否
そ
の
他
の
治
験
に
関
す
る
調
査
審
議
を
次
に

掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
治
験
審
査
委
員
会
に
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

七

特
殊
法
人
（
法
律
に
よ
り
直
接
に
設
立
さ
れ
た
法
人
又
は
特
別
の
法
律
に
よ
り
特
別
の
設
立
行
為
を
も
っ

て
設
立
さ
れ
た
法
人
で
あ
っ
て
、
総
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
四
条
第
一
項
第
八

号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
い
う
。）（
医
療
の
提
供
等
を
主
な
業
務
と
す
る
も
の
に
限
る
。）が
設
置

し
た
治
験
審
査
委
員
会

（
新
設
）

八
・
九

（
略
）

七
・
八

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
治
験
審
査
委
員
会
の
審
査
）

（
治
験
審
査
委
員
会
の
審
査
）

第
三
十
条

（
略
）

第
三
十
条

（
略
）

２

実
施
医
療
機
関
の
長
は
、
前
項
の
治
験
審
査
委
員
会
（
当
該
実
施
医
療
機
関
の
長
が
設
置
し
た
第
二
十
七
条

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員
会
及
び
同
項
第
五
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員
会

の
う
ち
当
該
実
施
医
療
機
関
を
有
す
る
法
人
が
設
置
し
た
も
の
を
除
く
。）に
調
査
審
議
を
行
わ
せ
る
こ
と
と
す

る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
文
書
に
よ
り
当
該
治
験
審
査
委
員
会
の
設
置
者

と
の
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

実
施
医
療
機
関
の
長
は
、
前
項
の
治
験
審
査
委
員
会
（
当
該
実
施
医
療
機
関
の
長
が
設
置
し
た
第
二
十
七
条

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員
会
及
び
同
項
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員
会

の
う
ち
当
該
実
施
医
療
機
関
を
有
す
る
法
人
が
設
置
し
た
も
の
を
除
く
。）に
調
査
審
議
を
行
わ
せ
る
こ
と
と
す

る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
文
書
に
よ
り
当
該
治
験
審
査
委
員
会
の
設
置
者

と
の
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

３

前
項
の
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
第
十
二
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
治
験
の
依
頼
を
し
よ
う
と
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
実
施
医
療
機
関
の
長
」

と
、「
受
託
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
七
条
第
一
項
の
治
験
審
査
委
員
会
（
当
該
実
施
医
療
機
関
の
長
が
設
置

し
た
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員
会
及
び
同
項
第
五
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員

会
の
う
ち
当
該
実
施
医
療
機
関
を
有
す
る
法
人
が
設
置
し
た
も
の
を
除
く
。）の
設
置
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

３

前
項
の
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
第
十
二
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
治
験
の
依
頼
を
し
よ
う
と
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
実
施
医
療
機
関
の
長
」

と
、「
受
託
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
七
条
第
一
項
の
治
験
審
査
委
員
会
（
当
該
実
施
医
療
機
関
の
長
が
設
置

し
た
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員
会
及
び
同
項
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員

会
の
う
ち
当
該
実
施
医
療
機
関
を
有
す
る
法
人
が
設
置
し
た
も
の
を
除
く
。）の
設
置
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。
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４
・
５

（
略
）

４
・
５

（
略
）

６

実
施
医
療
機
関
の
長
は
、
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
専
門
治
験
審
査
委
員
会
（
当
該
実
施
医
療
機
関
の
長
が
設

置
し
た
第
二
十
七
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員
会
及
び
同
項
第
五
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ

る
治
験
審
査
委
員
会
の
う
ち
当
該
実
施
医
療
機
関
を
有
す
る
法
人
が
設
置
し
た
も
の
を
除
く
。）の
意
見
を
聴
く

場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
文
書
に
よ
り
当
該
専
門
治
験
審
査
委
員
会
の
設
置

者
と
の
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

実
施
医
療
機
関
の
長
は
、
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
専
門
治
験
審
査
委
員
会
（
当
該
実
施
医
療
機
関
の
長
が
設

置
し
た
第
二
十
七
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員
会
及
び
同
項
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ

る
治
験
審
査
委
員
会
の
う
ち
当
該
実
施
医
療
機
関
を
有
す
る
法
人
が
設
置
し
た
も
の
を
除
く
。）の
意
見
を
聴
く

場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
文
書
に
よ
り
当
該
専
門
治
験
審
査
委
員
会
の
設
置

者
と
の
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

７

前
項
の
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
第
十
二
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
治
験
の
依
頼
を
し
よ
う
と
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
実
施
医
療
機
関
の
長
」

と
、「
受
託
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
条
第
五
項
に
規
定
す
る
専
門
治
験
審
査
委
員
会
（
当
該
実
施
医
療
機
関

の
長
が
設
置
し
た
第
二
十
七
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員
会
及
び
同
項
第
五
号
か
ら
第
九
号
ま

で
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員
会
の
う
ち
当
該
実
施
医
療
機
関
を
有
す
る
法
人
が
設
置
し
た
も
の
を
除
く
。）の
設

置
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

７

前
項
の
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
第
十
二
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
治
験
の
依
頼
を
し
よ
う
と
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
実
施
医
療
機
関
の
長
」

と
、「
受
託
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
条
第
五
項
に
規
定
す
る
専
門
治
験
審
査
委
員
会
（
当
該
実
施
医
療
機
関

の
長
が
設
置
し
た
第
二
十
七
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員
会
及
び
同
項
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま

で
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員
会
の
う
ち
当
該
実
施
医
療
機
関
を
有
す
る
法
人
が
設
置
し
た
も
の
を
除
く
。）の
設

置
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

８

（
略
）

８

（
略
）

（
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
八
条

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
年
厚
生
省
令
第
九
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
体
制
の
確
保
に
係
る
目
標
）

（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
体
制
の
確
保
に
係
る
目
標
）

第
一
条
の
二

法
第
九
条
第
二
項
第
九
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
体
制
の
確
保
に
係
る
目
標
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

第
一
条
の
二

法
第
九
条
第
二
項
第
九
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
体
制
の
確
保
に
係
る
目
標
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

七

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
若
し
く
は
指
定
感
染
症
の
患
者
、
疑
似
症
患
者
若
し
く
は
無
症
状
病
原

体
保
有
者
若
し
く
は
当
該
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
る
と
疑
う
に
足
り
る
正
当
な
理
由
の
あ
る
者
若
し
く
は
新

感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者
若
し
く
は
当
該
新
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
る
と
疑
う
に
足
り
る
正
当
な
理
由
の
あ

る
者
の
検
体
又
は
当
該
感
染
症
の
病
原
体
の
検
査
の
実
施
能
力
及
び
地
域
保
健
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

百
一
号
）
第
二
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
地
方
衛
生
研
究
所
等
に
お
け
る
検
査
機
器
の
数

七

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
若
し
く
は
指
定
感
染
症
の
患
者
、
疑
似
症
患
者
若
し
く
は
無
症
状
病
原

体
保
有
者
若
し
く
は
当
該
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
る
と
疑
う
に
足
り
る
正
当
な
理
由
の
あ
る
者
若
し
く
は
新

感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者
若
し
く
は
当
該
新
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
る
と
疑
う
に
足
り
る
正
当
な
理
由
の
あ

る
者
の
検
体
又
は
当
該
感
染
症
の
病
原
体
の
検
査
の
実
施
能
力
及
び
地
方
衛
生
研
究
所
等
（
地
域
保
健
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
号
）
第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
業
務
を
行
う
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す

る
地
方
公
共
団
体
の
機
関
（
当
該
地
方
公
共
団
体
が
当
該
業
務
を
他
の
機
関
に
行
わ
せ
る
場
合
は
、
当
該
機

関
）
を
い
う
。）に
お
け
る
検
査
機
器
の
数

八
〜
十

（
略
）

八
〜
十

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

第
八
条
の
三

法
第
十
五
条
第
十
二
項
又
は
第
六
十
五
条
の
四
第
三
項
に
規
定
す
る
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、
別

記
様
式
第
一
に
よ
る
。

第
八
条
の
三

法
第
十
五
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、
別
記
様
式
第
一
に
よ
る
。

（
厚
生
労
働
大
臣
又
は
機
構
が
検
体
の
採
取
を
行
う
場
合
の
通
知
事
項
）

（
厚
生
労
働
大
臣
が
検
体
の
採
取
を
行
う
場
合
の
通
知
事
項
）

第
十
条
の
三

第
十
条
の
規
定
は
、
法
第
十
六
条
の
三
第
十
一
項
に
お
い
て
同
条
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
を

準
用
す
る
場
合
又
は
法
第
六
十
五
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
機
構
に
法
第
十
六
条
の
三
第
四
項

の
規
定
に
よ
る
検
体
の
採
取
を
行
わ
せ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
条
の
三

第
十
条
の
規
定
は
、
法
第
十
六
条
の
三
第
十
一
項
に
お
い
て
同
条
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
を

準
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
質
問
及
び
調
査
に
携
わ
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書
）

（
質
問
及
び
調
査
に
携
わ
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書
）

第
十
八
条

法
第
三
十
五
条
第
二
項
又
は
第
六
十
五
条
の
五
第
五
項
に
規
定
す
る
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、
別
記

様
式
第
二
に
よ
る
。

第
十
八
条

法
第
三
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、
別
記
様
式
第
二
に
よ
る
。

令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報 



別
記
様
式
第
一
及
び
別
記
様
式
第
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報
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（
不
動
産
登
記
の
嘱
託
職
員
を
指
定
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
九
条

不
動
産
登
記
の
嘱
託
職
員
を
指
定
す
る
省
令
（
平
成
十
二
年
厚
生
省

労
働
省
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

不
動
産
登
記
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
三
百
七
十
九
号
）
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
省
の

所
管
に
属
す
る
不
動
産
に
関
す
る
権
利
の
登
記
の
嘱
託
に
つ
い
て
は
、
次
の
職
員
を
指
定
す
る
。

不
動
産
登
記
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
三
百
七
十
九
号
）
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
省
の

所
管
に
属
す
る
不
動
産
に
関
す
る
権
利
の
登
記
の
嘱
託
に
つ
い
て
は
、
次
の
職
員
を
指
定
す
る
。

大
臣
官
房
会
計
課
長

大
臣
官
房
会
計
課
長

大
臣
官
房
厚
生
科
学
課
長

大
臣
官
房
厚
生
科
学
課
長

医
政
局
長

医
政
局
長

労
働
基
準
局
長

労
働
基
準
局
長

職
業
安
定
局
長

職
業
安
定
局
長

年
金
局
長

年
金
局
長

検
疫
所
長

検
疫
所
長

国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
長

国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
長

国
立
医
薬
品
食
品
衛
生
研
究
所
長

国
立
医
薬
品
食
品
衛
生
研
究
所
長

国
立
保
健
医
療
科
学
院
長

国
立
保
健
医
療
科
学
院
長

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
長

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
長

（
削
る
）

国
立
感
染
症
研
究
所
長

国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
総
長

国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
総
長

地
方
厚
生
局
長

地
方
厚
生
局
長

四
国
厚
生
支
局
長

四
国
厚
生
支
局
長

都
道
府
県
労
働
局
長

都
道
府
県
労
働
局
長

中
央
労
働
委
員
会
事
務
局
長

中
央
労
働
委
員
会
事
務
局
長

財
務
局
長
（
労
働
保
険
特
別
会
計
の
労
災
勘
定
等（
労
働
保
険
特
別
会
計
の
労
災
勘
定
及
び
雇
用
勘
定
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）、
年
金
特
別
会
計
の
国
民
年
金
勘
定
等
（
年
金
特
別
会
計
の
国
民
年
金
勘
定
、厚
生
年
金
勘
定
、

健
康
勘
定
及
び
業
務
勘
定
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
育
児
休
業
等
給

付
勘
定
の
普
通
財
産
の
処
分
に
つ
い
て
、
会
計
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
二
十
九
条
の
二

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
契
約
に
関
す
る
事
務
を
委
任
し
た
財
務
局
長
に
限
る
。）

財
務
局
長
（
労
働
保
険
特
別
会
計
の
労
災
勘
定
等（
労
働
保
険
特
別
会
計
の
労
災
勘
定
及
び
雇
用
勘
定
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）及
び
年
金
特
別
会
計
の
国
民
年
金
勘
定
等
（
年
金
特
別
会
計
の
国
民
年
金
勘
定
、
厚
生
年
金
勘

定
、
健
康
勘
定
及
び
業
務
勘
定
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
普
通
財
産
の
処
分
に
つ
い
て
、
会
計
法
（
昭
和
二

十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
二
十
九
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
契
約
に
関
す

る
事
務
を
委
任
し
た
財
務
局
長
に
限
る
。）

財
務
支
局
長
（
労
働
保
険
特
別
会
計
の
労
災
勘
定
等
、
年
金
特
別
会
計
の
国
民
年
金
勘
定
等
及
び
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
特
別
会
計
の
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
の
普
通
財
産
の
処
分
に
つ
い
て
、
会
計
法
第
二
十
九
条
の
二

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
契
約
に
関
す
る
事
務
を
委
任
し
た
財
務
支
局
長
に
限
る
。）

財
務
支
局
長
（
労
働
保
険
特
別
会
計
の
労
災
勘
定
等
及
び
年
金
特
別
会
計
の
国
民
年
金
勘
定
等
の
普
通
財
産
の

処
分
に
つ
い
て
、
会
計
法
第
二
十
九
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
契
約
に
関
す
る

事
務
を
委
任
し
た
財
務
支
局
長
に
限
る
。）

財
務
事
務
所
長
（
労
働
保
険
特
別
会
計
の
労
災
勘
定
等
、
年
金
特
別
会
計
の
国
民
年
金
勘
定
等
及
び
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
の
普
通
財
産
の
処
分
に
つ
い
て
、
会
計
法
第
二
十
九
条
の

二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
契
約
に
関
す
る
事
務
を
委
任
し
た
財
務
事
務
所
長
に
限

る
。）

財
務
事
務
所
長
（
労
働
保
険
特
別
会
計
の
労
災
勘
定
等
及
び
年
金
特
別
会
計
の
国
民
年
金
勘
定
等
の
普
通
財
産

の
処
分
に
つ
い
て
、
会
計
法
第
二
十
九
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
契
約
に
関
す

る
事
務
を
委
任
し
た
財
務
事
務
所
長
に
限
る
。）

財
務
局
、
財
務
支
局
又
は
財
務
事
務
所
の
出
張
所
長
（
労
働
保
険
特
別
会
計
の
労
災
勘
定
等
、
年
金
特
別
会
計

の
国
民
年
金
勘
定
等
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
の
普
通
財
産
の
処
分

に
つ
い
て
、
会
計
法
第
二
十
九
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
契
約
に
関
す
る
事
務

を
委
任
し
た
財
務
局
、
財
務
支
局
又
は
財
務
事
務
所
の
出
張
所
長
に
限
る
。）

財
務
局
、
財
務
支
局
又
は
財
務
事
務
所
の
出
張
所
長
（
労
働
保
険
特
別
会
計
の
労
災
勘
定
等
及
び
年
金
特
別
会

計
の
国
民
年
金
勘
定
等
の
普
通
財
産
の
処
分
に
つ
い
て
、
会
計
法
第
二
十
九
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
契
約
に
関
す
る
事
務
を
委
任
し
た
財
務
局
、
財
務
支
局
又
は
財
務
事
務
所
の
出
張
所

長
に
限
る
。）

都
道
府
県
知
事

都
道
府
県
知
事

令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報



（
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
条

厚
生
労
働
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

目
次

目
次

第
一
章

本
省

第
一
章

本
省

第
一
節

（
略
）

第
一
節

（
略
）

第
二
節

施
設
等
機
関

第
二
節

施
設
等
機
関

第
一
款
〜
第
六
款

（
略
）

第
一
款
〜
第
六
款

（
略
）

第
七
款

削
除

第
七
款

国
立
感
染
症
研
究
所
（
第
五
百
七
十
四
条

第
六
百
二
十
二
条
の
五
）

第
八
款

（
略
）

第
八
款

（
略
）

第
三
節

（
略
）

第
三
節

（
略
）

第
二
章
〜
第
四
章

（
略
）

第
二
章
〜
第
四
章

（
略
）

附
則

附
則

第
七
款

削
除

第
七
款

国
立
感
染
症
研
究
所

（
国
立
感
染
症
研
究
所
の
位
置
）

第
五
百
七
十
四
条
か
ら
第
六
百
二
十
二
条
の
五
ま
で

削
除

第
五
百
七
十
四
条

国
立
感
染
症
研
究
所
は
、
東
京
都
に
置
く
。

（
所
長
及
び
副
所
長
）

第
五
百
七
十
五
条

国
立
感
染
症
研
究
所
に
、
所
長
及
び
副
所
長
一
人
を
置
く
。

２

所
長
は
、
国
立
感
染
症
研
究
所
の
事
務
を
掌
理
す
る
。

３

副
所
長
は
、
所
長
を
助
け
、
国
立
感
染
症
研
究
所
の
事
務
を
整
理
す
る
。

第
五
百
七
十
六
条

削
除

（
国
立
感
染
症
研
究
所
に
置
く
部
等
）

第
五
百
七
十
七
条

国
立
感
染
症
研
究
所
に
、
次
の
十
二
部
及
び
一
室
並
び
に
研
究
企
画
調
整
セ
ン
タ
ー
、
感
染

症
疫
学
セ
ン
タ
ー
、
エ
イ
ズ
研
究
セ
ン
タ
ー
、
病
原
体
ゲ
ノ
ム
解
析
研
究
セ
ン
タ
ー
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
呼

吸
器
系
ウ
イ
ル
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
、
薬
剤
耐
性
研
究
セ
ン
タ
ー
、感
染
症
危
機
管
理
研
究
セ
ン
タ
ー
、治
療
薬
・

ワ
ク
チ
ン
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
、
実
地
疫
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
次
世
代
生
物
学
的
製
剤
研
究
セ
ン
タ
ー
、
安
全

管
理
研
究
セ
ン
タ
ー
及
び
品
質
管
理
研
究
セ
ン
タ
ー
を
置
く
。

総
務
部

ウ
イ
ル
ス
第
一
部

ウ
イ
ル
ス
第
二
部

ウ
イ
ル
ス
第
三
部

細
菌
第
一
部

細
菌
第
二
部

寄
生
動
物
部

感
染
病
理
部

真
菌
部

細
胞
化
学
部

昆
虫
医
科
学
部

獣
医
科
学
部

国
際
協
力
室

令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報 



（
総
務
部
の
所
掌
事
務
）

第
五
百
七
十
八
条

総
務
部
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

職
員
の
人
事
、
公
印
の
保
管
、
公
文
書
類
、
会
計
、
物
品
及
び
営
繕
に
関
す
る
こ
と
。

二

調
査
及
び
研
究
、
試
験
、
検
査
、
検
定
並
び
に
製
造
に
関
す
る
庶
務
を
行
う
こ
と
。

三

図
書
の
収
集
、
保
管
及
び
閲
覧
並
び
に
業
績
誌
の
編
集
に
関
す
る
こ
と
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
国
立
感
染
症
研
究
所
の
所
掌
事
務
で
他
の
所
掌
に
属
し
な
い
も
の
に
関

す
る
こ
と
。

（
総
務
部
に
置
く
課
）

第
五
百
七
十
九
条

総
務
部
に
、
次
の
六
課
を
置
く
。

総
務
課

人
事
課

会
計
課

調
整
課

業
務
管
理
課

施
設
管
理
課

（
総
務
課
の
所
掌
事
務
）

第
五
百
八
十
条

総
務
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

公
印
の
保
管
及
び
公
文
書
類
に
関
す
る
こ
と
（
調
整
課
及
び
業
務
管
理
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除

く
。）。

二

図
書
の
収
集
、
保
管
及
び
閲
覧
並
び
に
業
績
誌
の
編
集
に
関
す
る
こ
と
。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
国
立
感
染
症
研
究
所
の
所
掌
事
務
で
他
の
所
掌
に
属
し
な
い
も
の
に
関

す
る
こ
と
。

（
人
事
課
の
所
掌
事
務
）

第
五
百
八
十
条
の
二

人
事
課
は
、
職
員
の
人
事
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

（
会
計
課
の
所
掌
事
務
）

第
五
百
八
十
一
条

会
計
課
は
、
会
計
、
物
品
及
び
営
繕
に
関
す
る
事
務
（
業
務
管
理
課
及
び
施
設
管
理
課
の
所

掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）を
つ
か
さ
ど
る
。

（
調
整
課
の
所
掌
事
務
）

第
五
百
八
十
二
条

調
整
課
は
、
調
査
及
び
研
究
に
関
す
る
庶
務
を
行
う
こ
と
を
つ
か
さ
ど
る
。

（
業
務
管
理
課
の
所
掌
事
務
）

第
五
百
八
十
二
条
の
二

業
務
管
理
課
は
、
試
験
、
検
査
、
検
定
及
び
製
造
に
関
す
る
庶
務
、
会
計
及
び
物
品
に

関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

（
施
設
管
理
課
の
所
掌
事
務
）

第
五
百
八
十
二
条
の
三

施
設
管
理
課
は
、
試
験
、
検
査
、
検
定
及
び
製
造
を
行
う
建
築
物
の
営
繕
に
関
す
る
事

務
を
つ
か
さ
ど
る
。

（
ウ
イ
ル
ス
第
一
部
の
所
掌
事
務
）

第
五
百
八
十
三
条

ウ
イ
ル
ス
第
一
部
は
、
出
血
熱
ウ
イ
ル
ス
、
節
足
動
物
媒
介
性
ウ
イ
ル
ス
、
神
経
系
ウ
イ
ル

ス
、
ヒ
ト
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
、
リ
ケ
ッ
チ
ア
及
び
ク
ラ
ミ
ジ
ア
に
起
因
す
る
感
染
症
（
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
そ
の
他
の
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
係
る
も
の
を
除
く
。）に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

病
原
及
び
病
因
の
検
索
並
び
に
予
防
及
び
治
療
の
方
法
の
研
究
（
こ
れ
ら
に
関
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務

を
含
む
。）及
び
講
習
を
行
う
こ
と
。
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二

予
防
、
治
療
及
び
診
断
に
関
す
る
生
物
学
的
製
剤
の
生
物
学
的
検
査
、
検
定
及
び
試
験
的
製
造
並
び
に
こ

れ
ら
の
医
薬
品
の
生
物
学
的
検
査
及
び
検
定
に
必
要
な
標
準
品
の
製
造
並
び
に
こ
れ
ら
に
必
要
な
科
学
的
調

査
及
び
研
究
を
行
う
こ
と
（
他
部
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

（
ウ
イ
ル
ス
第
二
部
の
所
掌
事
務
）

第
五
百
八
十
四
条

ウ
イ
ル
ス
第
二
部
は
、
腸
管
感
染
ウ
イ
ル
ス
、
腫
瘍
ウ
イ
ル
ス
及
び
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
起
因

す
る
感
染
症
（
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
そ
の
他
の
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
係
る
も
の
を
除
く
。）に
関
し
、
次
に

掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

病
原
及
び
病
因
の
検
索
並
び
に
予
防
及
び
治
療
の
方
法
の
研
究
（
こ
れ
ら
に
関
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務

を
含
む
。）及
び
講
習
を
行
う
こ
と
。

二

予
防
、
治
療
及
び
診
断
に
関
す
る
生
物
学
的
製
剤
の
生
物
学
的
検
査
、
検
定
及
び
試
験
的
製
造
並
び
に
こ

れ
ら
の
医
薬
品
の
生
物
学
的
検
査
及
び
検
定
に
必
要
な
標
準
品
の
製
造
並
び
に
こ
れ
ら
に
必
要
な
科
学
的
調

査
及
び
研
究
を
行
う
こ
と
（
他
部
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

（
ウ
イ
ル
ス
第
三
部
の
所
掌
事
務
）

第
五
百
八
十
五
条

ウ
イ
ル
ス
第
三
部
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

発
疹
性
ウ
イ
ル
ス
に
起
因
す
る
感
染
症
（
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
そ
の
他
の
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
係
る

も
の
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
関
し
、
病
原
及
び
病
因
の
検
索
並
び
に
予
防
及
び
治
療
の
方
法
の

研
究
（
こ
れ
ら
に
関
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
を
含
む
。）及
び
講
習
を
行
う
こ
と
。

二

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
及
び
呼
吸
器
系
ウ
イ
ル
ス
並
び
に
発
疹
性
ウ
イ
ル
ス
に
起
因
す
る
感
染
症
に

関
し
、
予
防
、
治
療
及
び
診
断
に
関
す
る
生
物
学
的
製
剤
の
生
物
学
的
検
査
及
び
検
定
並
び
に
こ
れ
ら
の
医

薬
品
の
生
物
学
的
検
査
及
び
検
定
に
必
要
な
標
準
品
の
製
造
並
び
に
こ
れ
ら
に
必
要
な
科
学
的
調
査
及
び
研

究
を
行
う
こ
と
（
他
部
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

（
細
菌
第
一
部
の
所
掌
事
務
）

第
五
百
八
十
六
条

細
菌
第
一
部
は
、
腸
管
系
細
菌
感
染
症
、
全
身
性
細
菌
感
染
症
、
環
境
細
菌
由
来
感
染
症
、

口
腔
菌
感
染
症
及
び
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
に
起
因
す
る
感
染
症
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

病
原
及
び
病
因
の
検
索
並
び
に
予
防
及
び
治
療
の
方
法
の
研
究
（
こ
れ
ら
に
関
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務

を
含
む
。）及
び
講
習
を
行
う
こ
と
。

二

予
防
、
治
療
及
び
診
断
に
関
す
る
生
物
学
的
製
剤（
細
菌
ワ
ク
チ
ン
及
び
細
菌
感
染
症
診
断
薬
に
限
る
。）、

抗
菌
性
物
質
及
び
そ
の
製
剤
（
抗
生
物
質
医
薬
品
に
限
る
。）並
び
に
消
毒
剤
の
生
物
学
的
検
査
、
検
定
及
び

試
験
的
製
造
並
び
に
こ
れ
ら
の
医
薬
品
及
び
医
薬
部
外
品
の
生
物
学
的
検
査
及
び
検
定
に
必
要
な
標
準
品
の

製
造
並
び
に
こ
れ
ら
に
必
要
な
科
学
的
調
査
及
び
研
究
を
行
う
こ
と
（
他
部
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除

く
。）。

（
細
菌
第
二
部
の
所
掌
事
務
）

第
五
百
八
十
七
条

細
菌
第
二
部
は
、
呼
吸
器
系
細
菌
感
染
症
、
毒
素
産
生
細
菌
感
染
症
及
び
日
和
見
感
染
症
に

関
し
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

病
原
及
び
病
因
の
検
索
並
び
に
予
防
及
び
治
療
の
方
法
の
研
究
（
こ
れ
ら
に
関
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務

を
含
む
。）及
び
講
習
を
行
う
こ
と
。

二

予
防
、
治
療
及
び
診
断
に
関
す
る
生
物
学
的
製
剤
（
細
菌
製
剤
及
び
抗
毒
素
製
剤
に
限
る
。）の
生
物
学
的

検
査
、
検
定
及
び
試
験
的
製
造
並
び
に
こ
れ
ら
の
医
薬
品
の
生
物
学
的
検
査
及
び
検
定
に
必
要
な
標
準
品
の

製
造
並
び
に
こ
れ
ら
に
必
要
な
科
学
的
調
査
及
び
研
究
を
行
う
こ
と
（
他
部
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除

く
。）。
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（
寄
生
動
物
部
の
所
掌
事
務
）

第
五
百
八
十
八
条

寄
生
動
物
部
は
、
寄
生
性
の
原
虫
、
線
虫
、
吸
虫
及
び
条
虫
類
に
起
因
す
る
疾
病
に
関
し
、

次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

病
原
及
び
病
因
の
検
索
並
び
に
予
防
及
び
治
療
の
方
法
の
研
究
（
こ
れ
ら
に
関
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務

を
含
む
。）及
び
講
習
を
行
う
こ
と
。

二

予
防
、
治
療
及
び
診
断
に
関
す
る
生
物
学
的
製
剤
（
免
疫
診
断
製
剤
に
限
る
。）及
び
殺
虫
剤
の
生
物
学
的

検
査
、
検
定
及
び
試
験
的
製
造
並
び
に
こ
れ
ら
の
医
薬
品
及
び
医
薬
部
外
品
の
生
物
学
的
検
査
に
必
要
な
標

準
品
の
製
造
並
び
に
こ
れ
ら
に
必
要
な
科
学
的
調
査
及
び
研
究
を
行
う
こ
と
。

（
感
染
病
理
部
の
所
掌
事
務
）

第
五
百
八
十
九
条

感
染
病
理
部
は
、
感
染
症
そ
の
他
の
特
定
疾
病
（
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
そ
の
他
の
レ
ト

ロ
ウ
イ
ル
ス
に
起
因
す
る
感
染
症
を
除
く
。）に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

予
防
衛
生
に
関
す
る
病
理
解
剖
学
的
及
び
病
理
組
織
学
的
調
査
及
び
研
究
（
こ
れ
ら
に
関
す
る
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
業
務
を
含
む
。）を
行
う
こ
と
。

二

予
防
、
治
療
及
び
診
断
に
関
す
る
生
物
学
的
製
剤
の
生
物
学
的
検
査
及
び
検
定
（
病
理
学
的
検
査
に
係
る

部
分
に
限
る
。）並
び
に
こ
れ
ら
に
必
要
な
科
学
的
調
査
及
び
研
究
を
行
う
こ
と
。

第
五
百
九
十
条

削
除

（
真
菌
部
の
所
掌
事
務
）

第
五
百
九
十
一
条

真
菌
部
は
、
真
菌
に
起
因
す
る
感
染
症
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

病
原
及
び
病
因
の
検
索
並
び
に
予
防
及
び
治
療
の
方
法
の
研
究
（
こ
れ
ら
に
関
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務

を
含
む
。）及
び
講
習
を
行
う
こ
と
。

二

抗
菌
性
物
質
及
び
そ
の
製
剤
（
抗
生
物
質
医
薬
品
に
限
る
。）の
生
物
学
的
検
査
及
び
こ
れ
ら
の
医
薬
品
の

生
物
学
的
検
査
に
必
要
な
標
準
品
の
製
造
並
び
に
こ
れ
ら
に
必
要
な
科
学
的
調
査
及
び
研
究
を
行
う
こ
と
。

（
細
胞
化
学
部
の
所
掌
事
務
）

第
五
百
九
十
二
条

細
胞
化
学
部
は
、
感
染
症
そ
の
他
の
特
定
疾
病
（
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
そ
の
他
の
レ
ト

ロ
ウ
イ
ル
ス
に
起
因
す
る
感
染
症
を
除
く
。）に
関
し
、
予
防
衛
生
に
関
す
る
細
胞
化
学
的
及
び
細
胞
生
物
学
的

調
査
及
び
研
究
を
行
う
こ
と
を
つ
か
さ
ど
る
。

（
昆
虫
医
科
学
部
の
所
掌
事
務
）

第
五
百
九
十
三
条

昆
虫
医
科
学
部
は
、
人
体
に
対
し
て
有
害
な
昆
虫
類
、
ダ
ニ
類
そ
の
他
の
動
物
（
寄
生
性
の

原
虫
、
線
虫
、
吸
虫
及
び
条
虫
類
を
除
く
。）に
起
因
す
る
疾
病
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

病
原
及
び
病
因
の
検
索
並
び
に
予
防
及
び
治
療
の
方
法
の
研
究
（
こ
れ
ら
に
関
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務

を
含
む
。）及
び
講
習
を
行
う
こ
と
。

二

予
防
、
治
療
及
び
診
断
に
関
す
る
殺
虫
剤
及
び
殺
そ
剤
の
生
物
学
的
検
査
及
び
試
験
的
製
造
並
び
に
こ
れ

ら
の
医
薬
品
及
び
医
薬
部
外
品
の
生
物
学
的
検
査
に
必
要
な
標
準
品
の
製
造
並
び
に
こ
れ
ら
に
必
要
な
科
学

的
調
査
及
び
研
究
を
行
う
こ
と
。

（
獣
医
科
学
部
の
所
掌
事
務
）

第
五
百
九
十
四
条

獣
医
科
学
部
は
、
動
物
由
来
感
染
症
に
関
し
、
病
原
及
び
病
因
の
検
索
並
び
に
予
防
及
び
治

療
の
方
法
の
研
究（
こ
れ
ら
に
関
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
を
含
む
。）及
び
講
習
を
行
う
こ
と
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
五
百
九
十
五
条
及
び
第
五
百
九
十
六
条

削
除

（
国
際
協
力
室
の
所
掌
事
務
）

第
五
百
九
十
七
条

国
際
協
力
室
は
、
国
立
感
染
症
研
究
所
の
所
掌
事
務
に
係
る
国
際
的
な
調
査
及
び
研
究
の
調

整
を
行
う
こ
と
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
五
百
九
十
八
条

削
除
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（
研
究
企
画
調
整
セ
ン
タ
ー
の
所
掌
事
務
）

第
五
百
九
十
九
条

研
究
企
画
調
整
セ
ン
タ
ー
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

国
立
感
染
症
研
究
所
の
所
掌
事
務
に
係
る
調
査
及
び
研
究
に
関
す
る
重
要
事
項
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に

調
整
に
関
す
る
こ
と
。

二

国
立
感
染
症
研
究
所
の
所
掌
事
務
に
係
る
調
査
及
び
研
究
に
関
す
る
特
定
事
項
の
総
括
に
関
す
る
こ
と
。

（
感
染
症
疫
学
セ
ン
タ
ー
の
所
掌
事
務
）

第
六
百
条

感
染
症
疫
学
セ
ン
タ
ー
は
、
感
染
症
そ
の
他
の
特
定
疾
病
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど

る
。

一

予
防
衛
生
に
関
し
、
情
報
の
収
集
及
び
分
析
並
び
に
こ
れ
ら
の
結
果
の
提
供
並
び
に
疫
学
に
関
す
る
研
究

及
び
講
習
（
実
地
疫
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）を
行
う
こ
と
。

二

血
清
の
収
集
、
保
存
及
び
検
査
並
び
に
こ
れ
ら
に
必
要
な
科
学
的
調
査
及
び
研
究
並
び
に
こ
れ
ら
に
関
す

る
講
習
を
行
う
こ
と
。

（
エ
イ
ズ
研
究
セ
ン
タ
ー
の
所
掌
事
務
）

第
六
百
一
条

エ
イ
ズ
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
そ
の
他
の
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
起
因
す
る

感
染
症
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

病
原
及
び
病
因
の
検
索
並
び
に
予
防
及
び
治
療
の
方
法
の
研
究
（
こ
れ
ら
に
関
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務

を
含
む
。）及
び
講
習
を
行
う
こ
と
。

二

予
防
、
治
療
及
び
診
断
に
関
す
る
生
物
学
的
製
剤
の
生
物
学
的
検
査
、
検
定
及
び
試
験
的
製
造
並
び
に
こ

れ
ら
の
医
薬
品
の
生
物
学
的
検
査
及
び
検
定
に
必
要
な
標
準
品
の
製
造
並
び
に
こ
れ
ら
に
必
要
な
科
学
的
調

査
及
び
研
究
を
行
う
こ
と
。

（
病
原
体
ゲ
ノ
ム
解
析
研
究
セ
ン
タ
ー
の
所
掌
事
務
）

第
六
百
二
条

病
原
体
ゲ
ノ
ム
解
析
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
国
立
感
染
症
研
究
所
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ

る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

遺
伝
子
の
探
索
及
び
解
析
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
を
行
う
こ
と
。

二

病
原
体
ゲ
ノ
ム
に
関
し
、
情
報
の
収
集
及
び
解
析
並
び
に
こ
れ
ら
の
結
果
の
提
供
並
び
に
調
査
及
び
研
究

を
行
う
こ
と
。

三

予
防
、
治
療
及
び
診
断
に
関
す
る
生
物
学
的
製
剤
（
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
を
除
く
小
型
Ｄ
Ｎ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
の
構

造
蛋
白
質
を
抗
原
と
す
る
ワ
ク
チ
ン
に
限
る
。）の
生
物
学
的
検
査
、
検
定
及
び
試
験
的
製
造
並
び
に
こ
れ
ら

の
医
薬
品
の
生
物
学
的
検
査
及
び
検
定
に
必
要
な
標
準
品
の
製
造
並
び
に
こ
れ
ら
に
必
要
な
科
学
的
調
査
及

び
研
究
を
行
う
こ
と
（
他
部
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
呼
吸
器
系
ウ
イ
ル
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
の
所
掌
事
務
）

第
六
百
三
条

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
呼
吸
器
系
ウ
イ
ル
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
及
び

呼
吸
器
系
ウ
イ
ル
ス
に
起
因
す
る
感
染
症
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

病
原
及
び
病
因
の
検
索
並
び
に
予
防
及
び
治
療
の
方
法
の
研
究
（
こ
れ
ら
に
関
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務

を
含
む
。）に
関
す
る
こ
と
。

二

予
防
、
治
療
及
び
診
断
に
関
す
る
生
物
学
的
製
剤
の
試
験
的
製
造
並
び
に
こ
れ
ら
に
必
要
な
科
学
的
調
査

及
び
研
究
を
行
う
こ
と
。

三

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
及
び
呼
吸
器
系
ウ
イ
ル
ス
に
起
因
す
る
感
染

症
に
関
し
、
予
防
、
治
療
及
び
診
断
に
関
す
る
生
物
学
的
製
剤
（
サ
イ
ト
カ
イ
ン
及
び
ケ
モ
カ
イ
ン
に
係
る

も
の
に
限
る
。）の
生
物
学
的
検
査
、
検
定
及
び
試
験
的
製
造
並
び
に
こ
れ
ら
の
医
薬
品
の
生
物
学
的
検
査
及

び
検
定
に
必
要
な
標
準
品
の
製
造
並
び
に
こ
れ
ら
に
必
要
な
科
学
的
調
査
及
び
研
究
を
行
う
こ
と
。
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（
薬
剤
耐
性
研
究
セ
ン
タ
ー
の
所
掌
事
務
）

第
六
百
三
条
の
二

薬
剤
耐
性
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
薬
剤
耐
性
病
原
体
に
起
因
す
る
感
染
症
（
ウ
イ
ル
ス
に
係
る

も
の
を
除
く
。）に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

病
原
及
び
病
因
の
検
索
並
び
に
予
防
及
び
治
療
の
方
法
の
研
究
（
こ
れ
ら
に
関
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務

を
含
む
。）及
び
講
習
を
行
う
こ
と
。

二

抗
菌
性
物
質
及
び
そ
の
製
剤
（
抗
生
物
質
医
薬
品
に
限
る
。）の
生
物
学
的
検
査
及
び
こ
れ
ら
の
医
薬
品
の

生
物
学
的
検
査
に
必
要
な
標
準
品
の
製
造
並
び
に
こ
れ
ら
に
必
要
な
科
学
的
調
査
及
び
研
究
を
行
う
こ
と
。

（
感
染
症
危
機
管
理
研
究
セ
ン
タ
ー
の
所
掌
事
務
）

第
六
百
三
条
の
三

感
染
症
危
機
管
理
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

感
染
症
そ
の
他
の
特
定
疾
病
の
危
機
管
理
に
関
し
、
情
報
の
収
集
及
び
分
析
、
訓
練
並
び
に
広
報
並
び
に

こ
れ
ら
に
必
要
な
科
学
的
調
査
及
び
研
究
並
び
に
こ
れ
ら
に
関
す
る
講
習
を
行
う
こ
と
。

二

感
染
症
の
判
別
の
た
め
の
検
査
並
び
に
こ
れ
ら
に
必
要
な
科
学
的
調
査
及
び
研
究
（
こ
れ
ら
に
関
す
る
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
を
含
む
。）並
び
に
こ
れ
ら
に
関
す
る
講
習
を
行
う
こ
と
。

（
治
療
薬
・
ワ
ク
チ
ン
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
の
所
掌
事
務
）

第
六
百
三
条
の
四

治
療
薬
・
ワ
ク
チ
ン
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
感
染
症
そ
の
他
の
特
定
疾
病
に
関
し
、
次
に

掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

予
防
薬
及
び
治
療
薬
に
関
す
る
研
究
、
開
発
（
こ
れ
ら
に
関
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
を
含
む
。）並
び
に

講
習
を
行
う
こ
と
。

二

予
防
、
治
療
及
び
診
断
に
関
す
る
生
物
学
的
製
剤
の
生
物
学
的
検
査
及
び
検
定
（
エ
ン
ド
ト
キ
シ
ン
試
験

に
係
る
部
分
に
限
る
。）並
び
に
こ
れ
ら
に
必
要
な
科
学
的
調
査
及
び
研
究
を
行
う
こ
と
。

三

予
防
、
治
療
及
び
診
断
に
関
す
る
生
物
学
的
製
剤
（
抗
毒
素
製
剤
に
限
る
。）の
生
物
学
的
検
査
、
検
定
及

び
試
験
的
製
造
並
び
に
こ
れ
ら
の
医
薬
品
の
生
物
学
的
検
査
及
び
検
定
に
必
要
な
標
準
品
の
製
造
並
び
に
こ

れ
ら
に
必
要
な
科
学
的
調
査
及
び
研
究
を
行
う
こ
と
（
他
部
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

（
実
地
疫
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
所
掌
事
務
）

第
六
百
三
条
の
五

実
地
疫
学
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
感
染
症
そ
の
他
の
特
定
疾
病
の
予
防
衛
生
に
関
し
、
実
地
疫

学
調
査
及
び
研
究
並
び
に
講
習
を
行
う
こ
と
を
つ
か
さ
ど
る
。

（
次
世
代
生
物
学
的
製
剤
研
究
セ
ン
タ
ー
の
所
掌
事
務
）

第
六
百
三
条
の
六

次
世
代
生
物
学
的
製
剤
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
感
染
症
そ
の
他
の
特
定
疾
病
に
関
し
、
次
に
掲

げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

予
防
、
治
療
及
び
診
断
に
関
す
る
生
物
学
的
製
剤
並
び
に
抗
菌
性
物
質
及
び
そ
の
製
剤
の
生
物
学
的
検
査

及
び
検
定
（
異
常
毒
性
否
定
試
験
、
発
熱
試
験
、
及
び
化
学
試
験
に
係
る
部
分
に
限
る
。）並
び
に
こ
れ
ら
の

医
薬
品
の
生
物
学
的
検
査
及
び
検
定
に
必
要
な
標
準
品
の
製
造
並
び
に
こ
れ
ら
に
必
要
な
科
学
的
調
査
及
び

研
究
を
行
う
こ
と
。

二

予
防
、
治
療
及
び
診
断
に
関
す
る
生
物
学
的
製
剤
（
血
液
製
剤
に
限
る
。）及
び
次
世
代
生
物
学
的
製
剤
の

生
物
学
的
検
査
、
検
定
及
び
試
験
的
製
造
並
び
に
こ
れ
ら
の
医
薬
品
の
生
物
学
的
検
査
及
び
検
定
に
必
要
な

標
準
品
の
製
造
及
び
試
験
法
の
開
発
並
び
に
こ
れ
ら
に
必
要
な
科
学
的
調
査
及
び
研
究
を
行
う
こ
と
（
他
部

の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

（
安
全
管
理
研
究
セ
ン
タ
ー
の
所
掌
事
務
）

第
六
百
三
条
の
七

安
全
管
理
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

生
物
災
害
に
係
る
安
全
管
理
に
関
す
る
調
査
、
研
究
及
び
講
習
を
行
う
こ
と
。

二

医
学
用
実
験
動
物
の
飼
育
及
び
健
康
管
理
並
び
に
こ
れ
ら
に
関
す
る
科
学
的
調
査
、
研
究
及
び
講
習
を
行

う
こ
と
。

三

研
究
用
ウ
イ
ル
ス
及
び
細
菌
の
確
保
及
び
管
理
並
び
に
こ
れ
ら
に
関
す
る
講
習
を
行
う
こ
と
。
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（
品
質
管
理
研
究
セ
ン
タ
ー
の
所
掌
事
務
）

第
六
百
三
条
の
八

品
質
管
理
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

放
射
線
の
安
全
管
理
及
び
放
射
性
同
位
元
素
を
用
い
た
生
物
学
的
調
査
及
び
研
究
の
方
法
の
開
発
及
び
改

良
の
た
め
の
調
査
及
び
研
究
を
行
う
こ
と
。

二

感
染
症
そ
の
他
の
特
定
疾
病
の
予
防
、
治
療
及
び
診
断
に
関
す
る
生
物
学
的
製
剤
並
び
に
抗
菌
性
物
質
製

剤
の
生
物
学
的
検
査
及
び
検
定
に
お
け
る
成
績
の
総
合
評
価
、
こ
れ
ら
の
医
薬
品
の
生
物
学
的
検
査
及
び
検

定
に
必
要
な
標
準
品
の
管
理
及
び
評
価
並
び
に
こ
れ
ら
に
必
要
な
科
学
的
調
査
及
び
研
究
を
行
う
こ
と
。

三

感
染
症
そ
の
他
の
特
定
疾
病
の
検
定
検
査
に
必
要
な
基
準
、
検
定
検
査
手
法
の
精
度
管
理
及
び
生
物
学
的

製
剤
の
品
質
保
証
に
関
す
る
国
際
的
な
調
整
を
行
う
こ
と（
国
際
協
力
室
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

四

国
立
感
染
症
研
究
所
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
及
び
管
理
並
び
に
こ
れ
ら
に
関
す
る
講
習
を
行
う
こ
と
。

（
支
所
の
名
称
及
び
位
置
）

第
六
百
四
条

国
立
感
染
症
研
究
所
支
所
の
名
称
及
び
位
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

名
称

位
置

ハ
ン
セ
ン
病
研
究
セ
ン
タ
ー

東
村
山
市

（
支
所
の
所
掌
事
務
）

第
六
百
五
条

ハ
ン
セ
ン
病
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
そ
の
他
の
抗
酸
菌
に
起
因
す
る
疾
病
に
関
し
、
予

防
衛
生
に
関
す
る
科
学
的
調
査
及
び
研
究
を
行
う
こ
と
を
つ
か
さ
ど
る
。

（
支
所
長
）

第
六
百
六
条

支
所
に
、
支
所
長
を
置
く
。

第
六
百
七
条
か
ら
第
六
百
十
条
ま
で

削
除

（
ハ
ン
セ
ン
病
研
究
セ
ン
タ
ー
に
置
く
課
等
）

第
六
百
十
一
条

ハ
ン
セ
ン
病
研
究
セ
ン
タ
ー
に
、
庶
務
課
及
び
感
染
制
御
部
を
置
く
。

（
庶
務
課
の
所
掌
事
務
）

第
六
百
十
二
条

庶
務
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

公
印
の
保
管
、
公
文
書
類
、
会
計
、
物
品
及
び
営
繕
に
関
す
る
こ
と
。

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
ハ
ン
セ
ン
病
研
究
セ
ン
タ
ー
の
所
掌
事
務
で
他
の
所
掌
に
属
し
な
い
も
の

に
関
す
る
こ
と
。

（
感
染
制
御
部
の
所
掌
事
務
）

第
六
百
十
三
条

感
染
制
御
部
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
そ
の
他
の
抗
酸
菌
に
起
因
す
る
疾
病
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
事

務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

微
生
物
学
的
、
生
化
学
的
及
び
分
子
生
物
学
的
調
査
及
び
研
究
を
行
う
こ
と
。

二

実
験
動
物
学
的
及
び
免
疫
学
的
調
査
及
び
研
究
を
行
う
こ
と
。

三

抗
ら
い
菌
療
法
の
開
発
及
び
改
良
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
を
行
う
こ
と
。

第
六
百
十
四
条
か
ら
第
六
百
二
十
二
条
の
五
ま
で

削
除

令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報 



（
医
療
機
器
の
臨
床
試
験
の
実
施
の
基
準
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

医
療
機
器
の
臨
床
試
験
の
実
施
の
基
準
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
治
験
審
査
委
員
会
の
設
置
）

（
治
験
審
査
委
員
会
の
設
置
）

第
四
十
六
条

実
施
医
療
機
関
の
長
は
、
治
験
を
行
う
こ
と
の
適
否
そ
の
他
の
治
験
に
関
す
る
調
査
審
議
を
次
に

掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
治
験
審
査
委
員
会
に
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
六
条

実
施
医
療
機
関
の
長
は
、
治
験
を
行
う
こ
と
の
適
否
そ
の
他
の
治
験
に
関
す
る
調
査
審
議
を
次
に

掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
治
験
審
査
委
員
会
に
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

七

特
殊
法
人
（
法
律
に
よ
り
直
接
に
設
立
さ
れ
た
法
人
又
は
特
別
の
法
律
に
よ
り
特
別
の
設
立
行
為
を
も
っ

て
設
立
さ
れ
た
法
人
で
あ
っ
て
、
総
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
四
条
第
一
項
第
八

号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
い
う
。）（
医
療
の
提
供
等
を
主
な
業
務
と
す
る
も
の
に
限
る
。）が
設
置

し
た
治
験
審
査
委
員
会

（
新
設
）

八
・
九

（
略
）

七
・
八

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
治
験
審
査
委
員
会
の
審
査
）

（
治
験
審
査
委
員
会
の
審
査
）

第
四
十
九
条

（
略
）

第
四
十
九
条

（
略
）

２

実
施
医
療
機
関
の
長
は
、
前
項
の
治
験
審
査
委
員
会
（
当
該
実
施
医
療
機
関
の
長
が
設
置
し
た
第
四
十
六
条

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員
会
及
び
同
項
第
五
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員
会

の
う
ち
当
該
実
施
医
療
機
関
を
有
す
る
法
人
が
設
置
し
た
も
の
を
除
く
。）に
調
査
審
議
を
行
わ
せ
る
こ
と
と
す

る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
文
書
に
よ
り
当
該
治
験
審
査
委
員
会
の
設
置
者

と
の
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

実
施
医
療
機
関
の
長
は
、
前
項
の
治
験
審
査
委
員
会
（
当
該
実
施
医
療
機
関
の
長
が
設
置
し
た
第
四
十
六
条

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員
会
及
び
同
項
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員
会

の
う
ち
当
該
実
施
医
療
機
関
を
有
す
る
法
人
が
設
置
し
た
も
の
を
除
く
。）に
調
査
審
議
を
行
わ
せ
る
こ
と
と
す

る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
文
書
に
よ
り
当
該
治
験
審
査
委
員
会
の
設
置
者

と
の
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

３

前
項
の
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
第
十
二
条
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
治
験
の
依
頼
を
し
よ
う
と
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
実
施
医
療
機
関
の
長
」

と
、「
受
託
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
六
条
第
一
項
の
治
験
審
査
委
員
会
（
当
該
実
施
医
療
機
関
の
長
が
設
置

し
た
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員
会
及
び
同
項
第
五
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員

会
の
う
ち
当
該
実
施
医
療
機
関
を
有
す
る
法
人
が
設
置
し
た
も
の
を
除
く
。）の
設
置
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

３

前
項
の
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
第
十
二
条
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
治
験
の
依
頼
を
し
よ
う
と
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
実
施
医
療
機
関
の
長
」

と
、「
受
託
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
六
条
第
一
項
の
治
験
審
査
委
員
会
（
当
該
実
施
医
療
機
関
の
長
が
設
置

し
た
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員
会
及
び
同
項
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員

会
の
う
ち
当
該
実
施
医
療
機
関
を
有
す
る
法
人
が
設
置
し
た
も
の
を
除
く
。）の
設
置
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

４
・
５

（
略
）

４
・
５

（
略
）

６

実
施
医
療
機
関
の
長
は
、
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
専
門
治
験
審
査
委
員
会
（
当
該
実
施
医
療
機
関
の
長
が
設

置
し
た
第
四
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員
会
及
び
同
項
第
五
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ

る
治
験
審
査
委
員
会
の
う
ち
当
該
実
施
医
療
機
関
を
有
す
る
法
人
が
設
置
し
た
も
の
を
除
く
。）の
意
見
を
聴
く

場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
文
書
に
よ
り
当
該
専
門
治
験
審
査
委
員
会
の
設
置

者
と
の
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

実
施
医
療
機
関
の
長
は
、
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
専
門
治
験
審
査
委
員
会
（
当
該
実
施
医
療
機
関
の
長
が
設

置
し
た
第
四
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員
会
及
び
同
項
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ

る
治
験
審
査
委
員
会
の
う
ち
当
該
実
施
医
療
機
関
を
有
す
る
法
人
が
設
置
し
た
も
の
を
除
く
。）の
意
見
を
聴
く

場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
文
書
に
よ
り
当
該
専
門
治
験
審
査
委
員
会
の
設
置

者
と
の
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

７

前
項
の
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
第
十
二
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
治
験
の
依
頼
を
し
よ
う
と
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
実
施
医
療
機
関
の
長
」

と
、「
受
託
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
九
条
第
五
項
に
規
定
す
る
専
門
治
験
審
査
委
員
会
（
当
該
実
施
医
療
機

関
の
長
が
設
置
し
た
第
四
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員
会
及
び
同
項
第
五
号
か
ら
第
九
号

ま
で
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員
会
の
う
ち
当
該
実
施
医
療
機
関
を
有
す
る
法
人
が
設
置
し
た
も
の
を
除
く
。）の

設
置
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

７

前
項
の
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
第
十
二
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
治
験
の
依
頼
を
し
よ
う
と
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
実
施
医
療
機
関
の
長
」

と
、「
受
託
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
九
条
第
五
項
に
規
定
す
る
専
門
治
験
審
査
委
員
会
（
当
該
実
施
医
療
機

関
の
長
が
設
置
し
た
第
四
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員
会
及
び
同
項
第
五
号
か
ら
第
八
号

ま
で
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員
会
の
う
ち
当
該
実
施
医
療
機
関
を
有
す
る
法
人
が
設
置
し
た
も
の
を
除
く
。）の

設
置
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

８

（
略
）

８

（
略
）

令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報



（
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
指
定
薬
物
及
び
同
法
第
七
十
六
条
の
四
に
規
定
す
る
医
療
等
の
用
途
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
指
定
薬
物
及
び
同
法
第
七
十
六
条
の
四
に
規
定
す
る
医
療
等
の
用
途
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省

令
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
医
療
等
の
用
途
）

（
医
療
等
の
用
途
）

第
二
条

法
第
七
十
六
条
の
四
に
規
定
す
る
医
療
等
の
用
途
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
途
と
す
る
。

第
二
条

法
第
七
十
六
条
の
四
に
規
定
す
る
医
療
等
の
用
途
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
途
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
者
に
お
け
る
学
術
研
究
又
は
試
験
検
査
の
用
途

一

次
に
掲
げ
る
者
に
お
け
る
学
術
研
究
又
は
試
験
検
査
の
用
途

イ
〜
ニ

（
略
）

イ
〜
ニ

（
略
）

ホ

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構

（
新
設
）

二
〜
七

（
略
）

二
〜
七

（
略
）

（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
令
第
一
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
公
共
法
人
又
は
公
益
法
人
等
）

（
令
第
一
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
公
共
法
人
又
は
公
益
法
人
等
）

第
五
条
の
十
三

令
第
一
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
公
共
法
人
又
は
公
益
法
人
等
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
五
条
の
十
三

令
第
一
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
公
共
法
人
又
は
公
益
法
人
等
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

（
削
る
）

五

国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

五
〜
七

（
略
）

六
〜
八

（
略
）

八

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構

（
新
設
）

九
〜
十
八

（
略
）

九
〜
十
八

（
略
）

（
厚
生
労
働
省
関
係
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

厚
生
労
働
省
関
係
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
令
第
三
条
第
一
項
の
命
令
で
定
め
る
職
）

（
令
第
三
条
第
一
項
の
命
令
で
定
め
る
職
）

第
二
条

令
第
三
条
第
一
項
の
命
令
で
定
め
る
職
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
試
験
研
究
機
関
等
の
区
分
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
職
と
す
る
。

第
二
条

令
第
三
条
第
一
項
の
命
令
で
定
め
る
職
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
試
験
研
究
機
関
等
の
区
分
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
職
と
す
る
。

試
験
研
究
機
関
等

職

試
験
研
究
機
関
等

職

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
削
る
）

（
削
る
）

国
立
感
染
症
研
究
所

副
所
長

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
令
第
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
施
設
）

（
令
第
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
施
設
）

第
五
条
の
二

令
第
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
五
条
の
二

令
第
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
、
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国
立
研
究
開
発
法
人

国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国
立
研
究

開
発
法
人
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
若
し
く
は

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
の
設
置
す
る
医
療
機
関
又
は
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五

号
）
第
二
条
第
三
項
第
九
号
に
規
定
す
る
事
業
を
行
う
施
設
で
あ
っ
て
、
進
行
性
筋
萎
縮
症
者
が
入
所
又
は

入
院
を
し
、
必
要
な
治
療
、
訓
練
及
び
生
活
指
導
を
行
う
も
の

二

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
、
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国
立
研
究
開
発
法
人

国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国
立
研
究

開
発
法
人
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
若
し
く
は

国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
置
す
る
医
療
機
関
又
は
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十

六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
二
条
第
三
項
第
九
号
に
規
定
す
る
事
業
を
行
う
施
設
で
あ
っ
て
、
進
行
性
筋
萎

縮
症
者
が
入
所
又
は
入
院
を
し
、
必
要
な
治
療
、
訓
練
及
び
生
活
指
導
を
行
う
も
の

三
〜
五

（
略
）

三
〜
五

（
略
）

（
高
度
専
門
医
療
に
関
す
る
研
究
等
を
行
う
国
立
研
究
開
発
法
人
の
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会
計
並
び
に
人
事
管
理
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

高
度
専
門
医
療
に
関
す
る
研
究
等
を
行
う
国
立
研
究
開
発
法
人
の
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会
計
並
び
に
人
事
管
理
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
二
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
業
務
方
法
書
の
記
載
事
項
）

（
業
務
方
法
書
の
記
載
事
項
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
削
る
）

４

国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）

に
係
る
通
則
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

法
第
十
六
条
第
一
号
に
規
定
す
る
調
査
、
研
究
及
び
技
術
の
開
発
に
関
す
る
事
項

二

法
第
十
六
条
第
二
号
に
規
定
す
る
医
療
の
提
供
に
関
す
る
事
項

三

法
第
十
六
条
第
三
号
に
規
定
す
る
調
査
及
び
研
究
に
関
す
る
事
項

四

法
第
十
六
条
第
四
号
に
規
定
す
る
技
術
者
の
研
修
に
関
す
る
事
項

五

法
第
十
六
条
第
五
号
に
規
定
す
る
成
果
の
普
及
及
び
政
策
の
提
言
に
関
す
る
事
項

六

法
第
十
六
条
第
六
号
に
規
定
す
る
施
設
の
設
置
及
び
運
営
に
関
す
る
事
項

七

法
第
十
六
条
第
七
号
に
規
定
す
る
出
資
並
び
に
人
的
及
び
技
術
的
援
助
に
関
す
る
事
項

八

国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
建
物
の
一
部
、
設
備
、
器
械
及
び
器
具
を
、
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
に
勤
務
し
な
い
医
師
、
歯
科
医
師
そ
の
他
の
医
療
関
係
者
の
診
療
又
は
研
究
若
し
く
は
技
術
の
開
発
の

た
め
に
利
用
さ
せ
る
こ
と
に
関
す
る
事
項

九

業
務
委
託
の
基
準

十

競
争
入
札
そ
の
他
契
約
に
関
す
る
基
本
的
事
項

十
一

そ
の
他
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
執
行
に
関
し
て
必
要
な
事
項

４

国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）

に
係
る
通
則
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

５

国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）

に
係
る
通
則
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

法
第
十
六
条
第
一
号
に
規
定
す
る
調
査
、
研
究
及
び
技
術
の
開
発
に
関
す
る
事
項

一

法
第
十
七
条
第
一
号
に
規
定
す
る
調
査
、
研
究
及
び
技
術
の
開
発
に
関
す
る
事
項

二

法
第
十
六
条
第
二
号
に
規
定
す
る
医
療
の
提
供
に
関
す
る
事
項

二

法
第
十
七
条
第
二
号
に
規
定
す
る
医
療
の
提
供
に
関
す
る
事
項

三

法
第
十
六
条
第
三
号
に
規
定
す
る
技
術
者
の
研
修
に
関
す
る
事
項

三

法
第
十
七
条
第
三
号
に
規
定
す
る
技
術
者
の
研
修
に
関
す
る
事
項
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四

法
第
十
六
条
第
四
号
に
規
定
す
る
成
果
の
普
及
及
び
政
策
の
提
言
に
関
す
る
事
項

四

法
第
十
七
条
第
四
号
に
規
定
す
る
成
果
の
普
及
及
び
政
策
の
提
言
に
関
す
る
事
項

五

法
第
十
六
条
第
五
号
に
規
定
す
る
出
資
並
び
に
人
的
及
び
技
術
的
援
助
に
関
す
る
事
項

五

法
第
十
七
条
第
五
号
に
規
定
す
る
出
資
並
び
に
人
的
及
び
技
術
的
援
助
に
関
す
る
事
項

六
〜
九

（
略
）

六
〜
九

（
略
）

５

国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）

に
係
る
通
則
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

６

国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）

に
係
る
通
則
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

法
第
十
七
条
第
一
号
に
規
定
す
る
調
査
及
び
研
究
に
関
す
る
事
項

一

法
第
十
八
条
第
一
号
に
規
定
す
る
調
査
及
び
研
究
に
関
す
る
事
項

二

法
第
十
七
条
第
二
号
に
規
定
す
る
調
査
、
研
究
及
び
技
術
の
開
発
に
関
す
る
事
項

二

法
第
十
八
条
第
二
号
に
規
定
す
る
調
査
、
研
究
及
び
技
術
の
開
発
に
関
す
る
事
項

三

法
第
十
七
条
第
三
号
に
規
定
す
る
医
療
の
提
供
に
関
す
る
事
項

三

法
第
十
八
条
第
三
号
に
規
定
す
る
医
療
の
提
供
に
関
す
る
事
項

四

法
第
十
七
条
第
四
号
に
規
定
す
る
技
術
者
の
研
修
に
関
す
る
事
項

四

法
第
十
八
条
第
四
号
に
規
定
す
る
技
術
者
の
研
修
に
関
す
る
事
項

五

法
第
十
七
条
第
五
号
に
規
定
す
る
成
果
の
普
及
及
び
政
策
の
提
言
に
関
す
る
事
項

五

法
第
十
八
条
第
五
号
に
規
定
す
る
成
果
の
普
及
及
び
政
策
の
提
言
に
関
す
る
事
項

六

法
第
十
七
条
第
六
号
に
規
定
す
る
出
資
並
び
に
人
的
及
び
技
術
的
援
助
に
関
す
る
事
項

六

法
第
十
八
条
第
六
号
に
規
定
す
る
出
資
並
び
に
人
的
及
び
技
術
的
援
助
に
関
す
る
事
項

七
〜
十

（
略
）

七
〜
十

（
略
）

（
中
長
期
計
画
の
記
載
事
項
）

（
中
長
期
計
画
の
記
載
事
項
）

第
四
条

（
略
）

第
四
条

（
略
）

（
削
る
）

２

国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中「
次
に
掲
げ
る
事
項
」

と
あ
る
の
は
、「
次
に
掲
げ
る
事
項
及
び
エ
イ
ズ
治
療
・
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
（
血
液
製
剤
の
投
与
に
よ
る
エ
イ

ズ
問
題
に
関
す
る
訴
訟
に
係
る
裁
判
上
の
和
解
（
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
者
と
国
と
の
間
で
平
成
八
年

三
月
二
十
九
日
に
成
立
し
た
裁
判
上
の
和
解
を
い
う
。）に
基
づ
く
恒
久
的
な
対
策
と
し
て
、
エ
イ
ズ
に
関
す
る

診
断
及
び
治
療
、
臨
床
研
究
、
診
療
に
関
す
る
相
談
、
技
術
者
の
研
修
並
び
に
情
報
の
収
集
及
び
提
供
を
行
う

た
め
に
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
る
施
設
を
い
う
。）に
お
け
る
業
務
の
実
施
に
関
す
る
計

画
」
と
す
る
。

（
他
の
省
令
の
準
用
）

（
他
の
省
令
の
準
用
）

第
十
八
条

次
の
省
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
国
立
高
度
専
門
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
を
国
の
行
政
機
関
と
み
な
し

て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
十
八
条

次
の
省
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
国
立
高
度
専
門
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
を
国
の
行
政
機
関
と
み
な
し

て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
〜
七

（
略
）

一
〜
七

（
略
）

八

保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
薬
局
の
指
定
並
び
に
保
険
医
及
び
保
険
薬
剤
師
の
登
録
に
関
す
る
省
令
（
昭
和

三
十
二
年
厚
生
省
令
第
十
三
号
）
第
三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
六
条
第
一
項
第
一
号

八

保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
薬
局
の
指
定
並
び
に
特
定
承
認
保
険
医
療
機
関
の
承
認
並
び
に
保
険
医
及
び
保

険
薬
剤
師
の
登
録
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
三
十
二
年
厚
生
省
令
第
十
三
号
）
第
三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第

六
条
第
一
項
第
一
号

九

（
略
）

九

（
略
）

十

外
国
医
師
等
が
行
う
臨
床
修
練
等
に
係
る
医
師
法
第
十
七
条
等
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭

和
六
十
二
年
厚
生
省
令
第
四
十
七
号
）
第
一
条
第
一
項

十

外
国
医
師
等
が
行
う
臨
床
修
練
等
に
係
る
医
師
法
第
十
七
条
等
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
一

条
第
一
項

十
一

介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
第
百
二
十
六
条
第
一
項
及
び
第
百
四

十
条
の
十
五
第
一
項

十
一

介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
第
百
二
十
六
条
第
一
項
、
第
百
三
十

八
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
百
四
十
条
の
十
五
第
一
項

十
二
・
十
三

（
略
）

十
二
・
十
三

（
略
）

附

則

附

則

（
国
立
看
護
大
学
校
に
対
し
て
行
っ
た
認
定
に
関
す
る
経
過
措
置
）

（
国
立
看
護
大
学
校
に
対
し
て
行
っ
た
認
定
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

独
立
行
政
法
人
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
が
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平

成
二
十
二
年
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
八
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
厚
生
労

働
省
令
第
一
号
）
第
三
百
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
立
看
護
大
学
校
に
置
か
れ
る
課
程
に
対
し
て
行
っ
た

学
位
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
文
部
省
令
第
九
号
）
第
六
条
第
二
項
の
認
定
は
、
国
立
高
度
専
門
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
成
立
後
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
独
立
行
政
法
人
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
が
国
立
看
護
大
学
校
（
国

立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
四
十
七

号
）
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
十
六
条
第
六
号
に
規
定
す
る
施
設
を
い
う
。）に
置
か
れ
る
課
程
に
対
し
て
行
っ
た

認
定
と
み
な
す
。

第
三
条

独
立
行
政
法
人
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
が
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令

第
一
号
）
第
三
百
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
立
看
護
大
学
校
に
置
か
れ
る
課
程
に
対
し
て
行
っ
た
学
位
規

則
（
昭
和
二
十
八
年
文
部
省
令
第
九
号
）
第
六
条
第
二
項
の
認
定
は
、
国
立
高
度
専
門
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
成

立
後
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
独
立
行
政
法
人
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
が
国
立
看
護
大
学
校
（
法
第
十
六

条
第
六
号
に
規
定
す
る
施
設
を
い
う
。）に
置
か
れ
る
課
程
に
対
し
て
行
っ
た
認
定
と
み
な
す
。
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（
再
生
医
療
等
製
品
の
臨
床
試
験
の
実
施
の
基
準
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

再
生
医
療
等
製
品
の
臨
床
試
験
の
実
施
の
基
準
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
治
験
審
査
委
員
会
の
設
置
）

（
治
験
審
査
委
員
会
の
設
置
）

第
四
十
六
条

実
施
医
療
機
関
の
長
は
、
治
験
を
行
う
こ
と
の
適
否
そ
の
他
の
治
験
に
関
す
る
調
査
審
議
を
次
に

掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
治
験
審
査
委
員
会
に
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
六
条

実
施
医
療
機
関
の
長
は
、
治
験
を
行
う
こ
と
の
適
否
そ
の
他
の
治
験
に
関
す
る
調
査
審
議
を
次
に

掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
治
験
審
査
委
員
会
に
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

七

特
殊
法
人
（
法
律
に
よ
り
直
接
に
設
立
さ
れ
た
法
人
又
は
特
別
の
法
律
に
よ
り
特
別
の
設
立
行
為
を
も
っ

て
設
立
さ
れ
た
法
人
で
あ
っ
て
、
総
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
四
条
第
一
項
第
八

号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
い
う
。）（
医
療
の
提
供
等
を
主
な
業
務
と
す
る
も
の
に
限
る
。）が
設
置

し
た
治
験
審
査
委
員
会

（
新
設
）

八
・
九

（
略
）

七
・
八

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
治
験
審
査
委
員
会
の
審
査
）

（
治
験
審
査
委
員
会
の
審
査
）

第
四
十
九
条

（
略
）

第
四
十
九
条

（
略
）

２

実
施
医
療
機
関
の
長
は
、
前
項
の
治
験
審
査
委
員
会
（
当
該
実
施
医
療
機
関
の
長
が
設
置
し
た
第
四
十
六
条

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員
会
及
び
同
項
第
五
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員
会

の
う
ち
当
該
実
施
医
療
機
関
を
有
す
る
法
人
が
設
置
し
た
も
の
を
除
く
。）に
調
査
審
議
を
行
わ
せ
る
こ
と
と
す

る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
文
書
に
よ
り
当
該
治
験
審
査
委
員
会
の
設
置
者

と
の
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

実
施
医
療
機
関
の
長
は
、
前
項
の
治
験
審
査
委
員
会
（
当
該
実
施
医
療
機
関
の
長
が
設
置
し
た
第
四
十
六
条

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員
会
及
び
同
項
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員
会

の
う
ち
当
該
実
施
医
療
機
関
を
有
す
る
法
人
が
設
置
し
た
も
の
を
除
く
。）に
調
査
審
議
を
行
わ
せ
る
こ
と
と
す

る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
文
書
に
よ
り
当
該
治
験
審
査
委
員
会
の
設
置
者

と
の
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

３

前
項
の
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
第
十
二
条
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
治
験
の
依
頼
を
し
よ
う
と
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
実
施
医
療
機
関
の
長
」

と
、「
受
託
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
六
条
第
一
項
の
治
験
審
査
委
員
会
（
当
該
実
施
医
療
機
関
の
長
が
設
置

し
た
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員
会
及
び
同
項
第
五
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員

会
の
う
ち
当
該
実
施
医
療
機
関
を
有
す
る
法
人
が
設
置
し
た
も
の
を
除
く
。）の
設
置
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

３

前
項
の
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
第
十
二
条
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
治
験
の
依
頼
を
し
よ
う
と
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
実
施
医
療
機
関
の
長
」

と
、「
受
託
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
六
条
第
一
項
の
治
験
審
査
委
員
会
（
当
該
実
施
医
療
機
関
の
長
が
設
置

し
た
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員
会
及
び
同
項
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員

会
の
う
ち
当
該
実
施
医
療
機
関
を
有
す
る
法
人
が
設
置
し
た
も
の
を
除
く
。）の
設
置
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

４
・
５

（
略
）

４
・
５

（
略
）

６

実
施
医
療
機
関
の
長
は
、
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
専
門
治
験
審
査
委
員
会
（
当
該
実
施
医
療
機
関
の
長
が
設

置
し
た
第
四
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員
会
及
び
同
項
第
五
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ

る
治
験
審
査
委
員
会
の
う
ち
当
該
実
施
医
療
機
関
を
有
す
る
法
人
が
設
置
し
た
も
の
を
除
く
。）の
意
見
を
聴
く

場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
文
書
に
よ
り
当
該
専
門
治
験
審
査
委
員
会
の
設
置

者
と
の
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

実
施
医
療
機
関
の
長
は
、
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
専
門
治
験
審
査
委
員
会
（
当
該
実
施
医
療
機
関
の
長
が
設

置
し
た
第
四
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員
会
及
び
同
項
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ

る
治
験
審
査
委
員
会
の
う
ち
当
該
実
施
医
療
機
関
を
有
す
る
法
人
が
設
置
し
た
も
の
を
除
く
。）の
意
見
を
聴
く

場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
文
書
に
よ
り
当
該
専
門
治
験
審
査
委
員
会
の
設
置

者
と
の
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

７

前
項
の
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
第
十
二
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
治
験
の
依
頼
を
し
よ
う
と
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
実
施
医
療
機
関
の
長
」

と
、「
受
託
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
九
条
第
五
項
に
規
定
す
る
専
門
治
験
審
査
委
員
会
（
当
該
実
施
医
療
機

関
の
長
が
設
置
し
た
第
四
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員
会
及
び
同
項
第
五
号
か
ら
第
九
号

ま
で
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員
会
の
う
ち
当
該
実
施
医
療
機
関
を
有
す
る
法
人
が
設
置
し
た
も
の
を
除
く
。）の

設
置
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

７

前
項
の
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
第
十
二
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
治
験
の
依
頼
を
し
よ
う
と
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
実
施
医
療
機
関
の
長
」

と
、「
受
託
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
九
条
第
五
項
に
規
定
す
る
専
門
治
験
審
査
委
員
会
（
当
該
実
施
医
療
機

関
の
長
が
設
置
し
た
第
四
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員
会
及
び
同
項
第
五
号
か
ら
第
八
号

ま
で
に
掲
げ
る
治
験
審
査
委
員
会
の
う
ち
当
該
実
施
医
療
機
関
を
有
す
る
法
人
が
設
置
し
た
も
の
を
除
く
。）の

設
置
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

８

（
略
）

８

（
略
）
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（
再
生
医
療
等
の
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

再
生
医
療
等
の
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
十
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
再
生
医
療
等
委
員
会
を
設
置
で
き
る
団
体
）

（
再
生
医
療
等
委
員
会
を
設
置
で
き
る
団
体
）

第
四
十
二
条

法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
団
体
は
、
次
に
掲
げ
る
団
体
と
す
る
。

第
四
十
二
条

法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
団
体
は
、
次
に
掲
げ
る
団
体
と
す
る
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

五

独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人（
医

療
の
提
供
又
は
臨
床
研
究
（
臨
床
研
究
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
臨
床
研
究
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て

同
じ
。）若
し
く
は
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
治
験
の
支
援
を
業
務
と
す
る
も
の

に
限
る
。）

五

独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人（
医

療
の
提
供
又
は
臨
床
研
究
（
臨
床
研
究
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
臨
床
研
究
を
い
う
。）若
し
く
は
医
薬

品
医
療
機
器
等
法
第
二
条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
治
験
の
支
援
を
業
務
と
す
る
も
の
に
限
る
。）

六

特
殊
法
人
（
法
律
に
よ
り
直
接
に
設
立
さ
れ
た
法
人
又
は
特
別
の
法
律
に
よ
り
特
別
の
設
立
行
為
を
も
っ

て
設
立
さ
れ
た
法
人
で
あ
っ
て
、
総
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
四
条
第
一
項
第
八

号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
い
う
。）（
医
療
の
提
供
又
は
臨
床
研
究
若
し
く
は
医
薬
品
医
療
機
器
等

法
第
二
条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
治
験
の
支
援
を
業
務
と
す
る
も
の
に
限
る
。）

（
新
設
）

七
・
八

（
略
）

六
・
七

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
再
生
医
療
等
委
員
会
の
認
定
の
申
請
）

（
再
生
医
療
等
委
員
会
の
認
定
の
申
請
）

第
四
十
三
条

（
略
）

第
四
十
三
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

法
第
二
十
六
条
第
三
項
第
三
号
（
法
第
二
十
七
条
第
三
項
及
び
第
二
十
八
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め

る
書
類
と
す
る
。

３

法
第
二
十
六
条
第
三
項
第
三
号
（
法
第
二
十
七
条
第
三
項
及
び
第
二
十
八
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め

る
書
類
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

医
療
機
関
の
開
設
者
又
は
前
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
団
体
が
第
一
項
の
申
請
を
し

よ
う
と
す
る
場
合

再
生
医
療
等
委
員
会
を
設
置
す
る
者
に
関
す
る
証
明
書
類

二

医
療
機
関
の
開
設
者
又
は
前
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
団
体
が
第
一
項
の
申
請
を
し

よ
う
と
す
る
場
合

再
生
医
療
等
委
員
会
を
設
置
す
る
者
に
関
す
る
証
明
書
類

（
臨
床
研
究
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
九
条

臨
床
研
究
法
施
行
規
則
（
平
成
三
十
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
認
定
臨
床
研
究
審
査
委
員
会
を
設
置
で
き
る
団
体
）

（
認
定
臨
床
研
究
審
査
委
員
会
を
設
置
で
き
る
団
体
）

第
六
十
四
条

法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
団
体
は
、
次
に
掲
げ
る
団
体
と
す
る
。

第
六
十
四
条

法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
団
体
は
、
次
に
掲
げ
る
団
体
と
す
る
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

六

特
殊
法
人
（
法
律
に
よ
り
直
接
に
設
立
さ
れ
た
法
人
又
は
特
別
の
法
律
に
よ
り
特
別
の
設
立
行
為
を
も
っ

て
設
立
さ
れ
た
法
人
で
あ
っ
て
、
総
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
四
条
第
一
項
第
八

号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
い
う
。）（
医
療
の
提
供
又
は
臨
床
研
究
若
し
く
は
医
薬
品
医
療
機
器
等

法
第
二
条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
治
験
の
支
援
を
業
務
と
す
る
も
の
に
限
る
。）

（
新
設
）

七
・
八

（
略
）

六
・
七

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報 



（
臨
床
研
究
審
査
委
員
会
の
認
定
の
申
請
）

（
臨
床
研
究
審
査
委
員
会
の
認
定
の
申
請
）

第
六
十
五
条

（
略
）

第
六
十
五
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

法
第
二
十
三
条
第
三
項
（
法
第
二
十
五
条
第
三
項
及
び
第
二
十
六
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類

と
す
る
。

３

法
第
二
十
三
条
第
三
項
（
法
第
二
十
五
条
第
三
項
及
び
第
二
十
六
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類

と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

医
療
機
関
の
開
設
者
又
は
前
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
団
体
が
第
一
項
の
申
請
を
し

よ
う
と
す
る
場
合

二

医
療
機
関
の
開
設
者
又
は
前
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
団
体
が
第
一
項
の
申
請
を
し

よ
う
と
す
る
場
合

イ
〜
ハ

（
略
）

イ
〜
ハ

（
略
）

令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
検
定
等
の
申
請
に
係
る
経
過
措
置
）

第
二
条

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
機
構
」
と
い
う
。）の
成
立
の
日
前
に
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
十
一
号
）
第
五

十
八
条
の
規
定
に
よ
り
国
立
感
染
症
研
究
所
に
対
し
て
さ
れ
て
い
る
医
薬
品
の
検
定
の
申
請
で
あ
っ
て
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
検
定
を
し
、
か
つ
、
こ
れ
に
合
格
さ
せ
る
か
ど
う
か
の
処
分
が
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
機
構
の
成
立

後
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
機
構
に
対
し
さ
れ
て
い
る
申
請
と
み
な
す
。

２

機
構
の
成
立
の
日
前
に
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
施
行
規
則
」
と
い
う
。）第
百
九
十
七
条
の
四
第

一
項
若
し
く
は
第
三
項
又
は
第
百
九
十
七
条
の
五
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
国
立
感
染
症
研
究
所
に
対
し
て
さ
れ
て
い
る
申
請
で
あ
っ
て
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
に
旧
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
施
行
規
則
第
百
九
十
七
条
の

十
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
機
構
の
成
立
後
は
、
旧
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
施
行
規
則
第
百
九
十
七
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
又
は
第
百
九
十
七
条
の
五
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
に

対
し
さ
れ
て
い
る
申
請
と
み
な
す
。

（
様
式
に
係
る
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。）に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。


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【別添４】 

読替表 

 

「日本ＤＭＡＴ活動要領について」（平成 18 年４月７日付け医政指発第 0407001 号） 

読替前 読替後 

I 概要 

１. （略） 

２.  運用の基本方針 

（略） 

 厚生労働省は、通常時にＤＭＡＴ活動

要領を策定するとともに、標準化された

研修・訓練の実施及びＤＭＡＴを構成す

る要員の認証・登録により、ＤＭＡＴの

質の維持及び向上を図る。また、厚生労

働省は、災害時に、初動期からの積極的

な情報収集等により都道府県に対し必要

な支援を行うものとし、ＤＭＡＴの活動

に関わる情報集約、総合調整、関連省庁

との必要な調整及び被災地域外の都道府

県等に対するＤＭＡＴの派遣要請を行

う。厚生労働省は、災害時に被災地域の

都道府県が管内のＤＭＡＴ指定医療機関

に対しＤＭＡＴの派遣要請を行わない場

合において、緊急の必要があると認める

ときは、当該都道府県に対し、管内のＤ

ＭＡＴ指定医療機関にＤＭＡＴの派遣要

請を行うよう求めることができる。これ

らの通常時及び災害時の対応を円滑に行

うため、厚生労働省は独立行政法人国立

病院機構本部にＤＭＡＴ事務局を設置す

る。 

（略） 

I 概要 

１. （略） 

２.  運用の基本方針 

（略） 

 厚生労働省は、通常時にＤＭＡＴ活動

要領を策定するとともに、標準化された

研修・訓練の実施及びＤＭＡＴを構成す

る要員の認証・登録により、ＤＭＡＴの

質の維持及び向上を図る。また、厚生労

働省は、災害時に、初動期からの積極的

な情報収集等により都道府県に対し必要

な支援を行うものとし、ＤＭＡＴの活動

に関わる情報集約、総合調整、関連省庁

との必要な調整及び被災地域外の都道府

県等に対するＤＭＡＴの派遣要請を行

う。厚生労働省は、災害時に被災地域の

都道府県が管内のＤＭＡＴ指定医療機関

に対しＤＭＡＴの派遣要請を行わない場

合において、緊急の必要があると認める

ときは、当該都道府県に対し、管内のＤ

ＭＡＴ指定医療機関にＤＭＡＴの派遣要

請を行うよう求めることができる。これ

らの通常時及び災害時の対応を円滑に行

うため、厚生労働省は国立健康危機管理

研究機構にＤＭＡＴ事務局を設置する。 

 

（略） 

 



【別紙５】 

 

別紙６の読替表により読み替えて適用する通知の一覧 

 

１．「ウイルス行政検査について」（平成 12 年５月８日付け健医感発第 43 号各都道府県、

政令市、特別区衛生主管部（局）長宛て厚生労働省保険医療局結核感染症課長通知） 

２．「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律第 12 条に基づく類鼻疽の

届出事例について」（平成 22 年２月５日付け各都道府県、政令市、特別区衛生主管部

（局）長宛て厚生労働省健康局結核感染症課事務連絡） 

３．「カプノサイトファーガ・カニモルサス感染症に関するＱ＆Ａについて」（平成 22 年５

月 21 日付け各都道府県、政令市、特別区衛生主管部（局）宛て厚生労働省健康局結核感

染症課事務連絡） 

４．「ダニ媒介脳炎に関するＱ＆Ａについて」（平成 22 年６月 14 日付け各都道府県、政令

市、特別区衛生主管部（局）長宛て厚生労働省健康局結核課事務連絡） 

５.「ボレリア・ミヤモトイによる回帰熱の国内症例の確認及びライム病を含むボレリア感

染症の病原体診断検査について（情報提供及び協力依頼）」（平成 25 年９月３日付け健感

発 0903 第１号各都道府県、保健所設置市、特別区衛生主管部（局）宛て厚生労働省健康

局結核感染症課長通知） 

６．「デング熱の国内感染疑いの症例について（情報提供及び協力依頼）」（平成 26 年１月

10日健感発0110第１号各都道府県、保健所設置市、特別区衛生主管部（局）長宛て厚生

労働省健康局結核感染症課長通知） 

７．「Ｅ型肝炎発生届受理時の検体の確保等について」（平成 28 年８月 16 日付け健感発

0816第３号、生食監発0816第２号各都道府県、保健所設置市、特別区衛生主管部（局）

長宛て厚生労働省健康局結核感染症課長、厚生労働省医薬・生活衛生局生活衛生・食品

安全部監視安全課長通知） 

８．「中東呼吸器症候群（MERS）の国内発生時の対応に関するＱ＆Ａについて（一部改正）」

（平成 29 年７月７日付け各都道府県、保健所設置市、特別区衛生主管部局宛て厚生労働

省健康局結核感染症課事務連絡） 

９．「重症熱性血小板減少症候群（SFTS）に係る注意喚起について」（平成 29 年７月 24 日

付け健感発 0724 第１号公益社団法人日本医師会会長宛て厚生労働省健康結核感染症課長

通知） 

10．「コリネバクテリウム・ウルセランスによるジフテリア様症状を呈する感染症患者に関

する情報について」（平成 30 年１月 10 日付け健感発 0110 第２号各都道府県、政令市、

特別区衛生主管部（局）長宛て厚生労働省健康局結核感染症課長通知） 

11．「Ａ型肝炎発生届受理時の検体の確保等について」（平成31年２月６日付け健感発0206

第１号薬生食監発 0206 第２号各都道府県、保健所設置市、特別区衛生主管部（局）長宛

て厚生労働省健康局結核感染症課長、厚生労働省医薬・生活衛生局食品監視完全課長通

知） 



12．「一類感染症に係る患者及び検体の搬送について」（平成 31 年３月 25 日付け各都道府

県、保健所設置市、特別区衛生主管部（局）長宛て厚生労働省健康局結核感染症課事務

連絡） 

13. 「類鼻疽に関する周知啓発について」（令和３年 12 月 27 日付け各都道府県、政令市、

特別区衛生主管部（局）宛て厚生労働省健康局結核感染症課事務連絡） 

14．「エムポックスに関する情報提供及び協力依頼について」（令和４年５月 20 日付け各都

道府県、保健所設置市、特別区衛生主管部（局） 

15．「医療法第６条の 11 第２項の規定に基づき厚生労働大臣が定める団体」の一部改正に

ついて（周知依頼）」（令和４年 12 月７日付け各都道府県、保健所設置市、特別区衛生主

管部（局）宛て厚生労働省医政局地域医療計画課医療安全推進・医務指導室事務連絡） 

16．「2025 年日本国際博覧会（大阪・関西万博）開催に伴う感染症サーベイランスの取組

強化について」（令和６年９月６日付け各都道府県、保健所設置市、特別区衛生主管部

（局）宛て厚生労働省健康・生活衛生局感染症対策部感染症対策課事務連絡） 

17．「「病原体検出マニュアル（動物由来検体）」の作成について」（令和６年 10 月９日付け

感感発 1009 第１号各都道府県、保健所設置市、特別区衛生主管部（局）長宛て厚生労働

省健康・生活衛生局感染症対策部感染症対策課長通知） 

18．「侵襲性Ａ群溶血性連鎖球菌感染症に係る研究について（協力依頼）」（令和６年 12 月

３日付け厚生労働科学研究費補助金（振興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事業）

「成人の侵襲性細菌感染症サーベイランスの強化のための研究」地方公共団体宛て厚生

労働省健康・生活衛生局感染症対策部感染症対策課事務連絡） 

19．「エコーウイルス 11 型（Ｅ-11）感染症の実態把握について（協力依頼）」（令和７年２

月６日付け各都道府県、保健所設置市、特別区衛生主管部（局）宛て厚生労働省健康・

生活衛生局感染症対策部感染症対策課事務連絡） 

 

 

 



【別紙６】 

 

読替表 

 

１．「ウイルス行政検査について」（平成 12 年５月８日付け健医感発第 43 号各都道府県、

政令市、特別区衛生主管部（局）長宛て厚生労働省保健医療局結核感染症課長通知） 

読替前 読替後 

今般、国立感染症研究所長へ行政検査を依頼

する際の厚生省保健医療局長あての検査依頼通

知を当課経由としていた事務処理を改め、今後

は当課を経由することなく直接、国立感染症研

究所長あてに検査依頼をすることとし、検査結

果通知までの事務処理の効率化を図るととも

に、今後のウイルス行政検査については下記に

より取り扱うこととしたので、管下関係機関に

対して周知徹底をお願いいたしたい。 

 

記 

１検査の対象 

ウイルスの行政検査の対象は、次のとおりと

する。 

(1) 地方衛生研究所において実施不可能な検査

で特に病原体の分離同定を必要とする検査 

(2) 感染症発生に際し、特に結核感染症課長が

実施を指示した検査 

 

２検査の依頼及び検体の送付 

(1) 行政検査を依頼しようとするときは、地方

衛生研究所等の所長又は当該検査を所管する

部局の長以上の者の公印の押印された別紙様

式とともに検体を直接、国立感染症研究所長

あてに送付すること。 

 

(2) （略） 

(3) (1)の送付先は国立感染症研究所総務部業

務課あてとすること。 

 

３検査の選択 

行政検査の依頼があった場合において、検査

を効率的に行うために検体及び検査種類の選択

を行なうことがある。 

 

４検査の拒絶 

行政検査の依頼があった場合において、国立

感染症研究所長が検査を行うことができない場

合又は検査を行うことが不適当であると認めた

ときは、その依頼に応じないことがある。 

今般、国立健康危機管理研究機構理事長へ行

政検査を依頼する際の厚生省保健医療局長あて

の検査依頼通知を当課経由としていた事務処理

を改め、今後は当課を経由することなく直接、

国立健康危機管理研究機構理事長あてに検査依

頼をすることとし、検査結果通知までの事務処

理の効率化を図るとともに、今後のウイルス行

政検査については下記により取り扱うこととし

たので、管下関係機関に対して周知徹底をお願

いいたしたい。 

記 

１検査の対象 

ウイルスの行政検査の対象は、次のとおりと

する。 

(1) 地方衛生研究所等において実施不可能な検

査で特に病原体の分離同定を必要とする検査 

(2) 感染症発生に際し、特に結核感染症課長が

実施を指示した検査 

 

２検査の依頼及び検体の送付 

(1) 行政検査を依頼しようとするときは、地方

衛生研究所等の所長又は当該検査を所管する

部局の長以上の者の公印の押印された別紙様

式とともに検体を直接、国立健康危機管理研

究機構理事長あてに送付すること。 

 

(2) （略） 

(3) (1)の送付先は国立健康危機管理研究機構

国立感染症研究所総務部業務課あてとするこ

と。 

３検査の選択 

行政検査の依頼があった場合において、検査

を効率的に行うために検体及び検査種類の選択

を行なうことがある。 

 

４検査の拒絶 

行政検査の依頼があった場合において、国立

健康危機管理研究機構理事長が検査を行うこと

ができない場合又は検査を行うことが不適当で

あると認めたときは、その依頼に応じないこと



 

 

５検査結果の通知 

国立感染症研究所長は検査成績書に基づいて

その検査結果を依頼した者に通知するものとす

る。 

 

別添様式 

 

ウイルス行政検査依頼書 

１～５（略） 

上記のとおり検査を依頼します。 

 

平成年月日 

 

氏名（職氏名）印 

 

国立感染症研究所長殿 

 

 

様式１ 

検体送付表（１） 

 

（略） 

備考 １被験者が１０名までの場合にはこの用

紙を使用し、被検者１名に１枚記入し

て下さい。 

２※１は国立感染症研究所にて記入しま

す。 

３※２の患者番号と患者氏名等患者の個

人情報との対照対応表は、依頼機関で

作成して保管して下さい。 

４※３は、発病年月日における満年齢を

記入して下さい。 

５被検材料についての検査で特に希望す

る事項がありましたら連絡事項に記入

して下さい。できる限り希望にそった

検査をすすめます。 

６記入の際は黒インク、ボールペンでお

願いします。 

 

様式 2 

検体送付表（２） 

（略） 

備考 １この用紙は 10名以上の場合に限り使

用して下さい。 

２※１は国立感染症研究所にて記入しま

す。 

がある。 

 

５検査結果の通知 

国立健康危機管理研究機構理事長は検査成績

書に基づいてその検査結果を依頼した者に通知

するものとする。 

 

別添様式 

 

ウイルス行政検査依頼書 

１～５（略） 

上記のとおり検査を依頼します。 

 

平成年月日 

 

氏名（職氏名）印 

 

国立健康危機管理研究機構理事長殿 

 

 

様式１ 

検体送付表（１） 

 

（略） 

備考 １被験者が１０名までの場合にはこの用

紙を使用し、被検者１名に１枚記入し

て下さい。 

２※１は国立健康危機管理研究機構にて

記入します。 

３※２の患者番号と患者氏名等患者の個

人情報との対照対応表は、依頼機関で

作成して保管して下さい。 

４※３は、発病年月日における満年齢を

記入して下さい。 

５被検材料についての検査で特に希望す

る事項がありましたら連絡事項に記入

して下さい。できる限り希望にそった

検査をすすめます。 

６記入の際は黒インク、ボールペンでお

願いします。 

 

様式 2 

検体送付表（２） 

（略） 

備考 １この用紙は 10名以上の場合に限り使

用して下さい。 

２※１は国立健康危機管理研究機構にて

記入します。 



３※２の患者番号と患者氏名等患者の個

人情報との対応表は、依頼機関で作成

して保管して下さい。 

４※３は、発病年月日における満年齢を

記入して下さい。 

５記入の際は黒インク、ボールペンでお

願いします。 

（略） 

 

様式３ 

同定依頼票 

（略） 

備考 １※１は国立感染症研究所にて記入しま

す。 

２※２の患者番号と患者氏名等患者の個

人情報との対照対応表は、依頼機関で

作成して保管して下さい。検査希望事

項（ウイルスの種類など）がありまし

たら連絡事項に記入して下さい。 

３※３は、発病年月日における満年齢を

記入して下さい。 

４被検材料 1 件につき必ず 1枚記入し、

流行などで多数の場合はこれに準じて

記入して下さい。 

５記入の際は黒インク、ボールペンでお

願いします。 

 

３※２の患者番号と患者氏名等患者の個

人情報との対応表は、依頼機関で作成

して保管して下さい。 

４※３は、発病年月日における満年齢を

記入して下さい。 

５記入の際は黒インク、ボールペンでお

願いします。 

（略） 

 

様式３ 

同定依頼票 

（略） 

備考 １※１は国立健康危機管理研究機構にて

記入します。 

２※２の患者番号と患者氏名等患者の個

人情報との対照対応表は、依頼機関で

作成して保管して下さい。検査希望事

項（ウイルスの種類など）がありまし

たら連絡事項に記入して下さい。 

３※３は、発病年月日における満年齢を

記入して下さい。 

４被検材料 1件につき必ず 1枚記入し、

流行などで多数の場合はこれに準じて

記入して下さい。 

５記入の際は黒インク、ボールペンでお

願いします。 

 

２．「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律第 12 条に基づく類鼻疽の

届出事例について」（平成 22 年２月５日付け各都道府県、政令市、特別区衛生主管部

（局）長宛て厚生労働省健康局結核感染症課事務連絡） 

読替前 読替後 

（略） 

記 

１．（略） 

２．病原体診断等に関する問い合わせ先 

国立感染症研究所村山庁舎 細菌第二部 担

当：堀野敦子、山根一和 

 

電話番号：042-561-0771 

３．（略） 

（略） 

記 

１．（略） 

２．病原体診断等に関する問い合わせ先 

国立健康危機管理研究機構国立感染症研究所 

細菌第二部  

 

電話番号：042-561-0771 

３．（略） 

 

 

３．「カプノサイトファーガ・カニモルサス感染症に関するＱ＆Ａについて」（平成 22 年５

月 21 日付け各都道府県、政令市、特別区衛生主管部（局）宛て厚生労働省健康局結核感

染症課事務連絡） 



読替前 読替後 

（略） 

カプノサイトファーガ・カニモルサス感染症

に関するＱ＆Ａ 

（略） 

 

＜専門家の方へ＞ 

Ｑ８・９（略） 

Ｑ10 カプノサイトファーガ・カニモルサス感

染症と診断した場合に、行政機関への報告は

必要ですか？ 

Ａ10 カプノサイトファーガ・カニモルサス感

染症は、感染症法の届出対象疾病ではありま

せんので、保健所等への届出は不要です。し

かし、本菌の調査研究の進展のためにも、国

立感染症研究所獣医科学部第一室への情報提

供にご協力をお願いします。 

 

Ｑ11 相談窓口を教えてください。 

Ａ11 国立感染症研究所獣医科学部第一室（03-

5285-1111 内線 2622）にお問い合わせくだ

さい。 

 

＜参考文献＆リンク＞ 

（略） 

Capnocytophaga canimorsus が分離された、

敗血症・多臓器不全で搬送され救命し得たイヌ

咬傷の１例（国立感染症研究所感染症情報セン

ター） 

（略） 

イヌ・ネコの咬傷感染による

Capnocytophaga canimorsus 敗血症の４症例

（国立感染症感染症情報センター） 

（略） 

厚生労働省「愛玩動物の衛生管理の徹底に関

するガイドライン 2006 －愛玩動物由来感染症

の予防のために－」 

（略） 

 

（略） 

カプノサイトファーガ・カニモルサス感染症

に関するＱ＆Ａ 

（略） 

 

＜専門家の方へ＞ 

Ｑ８・９（略） 

Ｑ10 カプノサイトファーガ・カニモルサス感

染症と診断した場合に、行政機関への報告は

必要ですか？ 

Ａ10 カプノサイトファーガ・カニモルサス感

染症は、感染症法の届出対象疾病ではありま

せんので、保健所等への届出は不要です。し

かし、本菌の調査研究の進展のためにも、国

立健康危機管理研究機構国立感染症研究所獣

医科学部第一室への情報提供にご協力をお願

いします。 

Ｑ11 相談窓口を教えてください。 

Ａ11 国立健康危機管理研究機構国立感染症研

究所獣医科学部第一室（03-5285-1111）にお

問い合わせください。 

 

＜参考文献＆リンク＞ 

（略） 

Capnocytophaga canimorsus が分離された、

敗血症・多臓器不全で搬送され救命し得たイヌ

咬傷の１例（国立感染症研究所感染症情報セン

ター） 

（略） 

イヌ・ネコの咬傷感染による

Capnocytophaga canimorsus 敗血症の４症例

（国立感染症研究所感染症情報センター） 

（略） 

厚生労働省「愛玩動物の衛生管理の徹底に関

するガイドライン 2006 －愛玩動物由来感染症

の予防のために－」 

（略） 

 

４．「ダニ媒介脳炎に関するＱ＆Ａについて」（平成 22 年６月 14 日付け各都道府県、政令

市、特別区衛生主管部（局）長宛て厚生労働省健康局結核課事務連絡） 

読替前 読替後 

（略） 

Ｑ10 相談窓口を教えてください 

Ａ10 国立感染症研究所ウイルス第一部第二室

（電話：03-5285-1111（内線）2526、FAX：03-

（略） 

Ｑ10 相談窓口を教えてください 

Ａ10 国立健康危機管理研究機構国立感染症研

究所ウイルス第一部第二室（電話：03-5285-



5285-1188）にお問い合わせください。 

 

（略） 

1111）にお問い合わせください。 

（略） 

 

 

５.「ボレリア・ミヤモトイによる回帰熱の国内症例の確認及びライム病を含むボレリア感

染症の病原体診断検査について（情報提供及び協力依頼）」（平成 25 年９月３日付け健感

発 0903 第１号各都道府県、保健所設置市、特別区衛生主管部（局）宛て厚生労働省健康

局結核感染症課長通知） 

読替前 読替後 

（略） 

よって、国内における回帰熱とライム病の発

生動向を正確に把握するためにも、今後、貴管

内医療機関から、回帰熱又はライム病を疑う症

例について、病原体診断のための検査依頼があ

った場合は、回帰熱・ライム病両方の検査を実

施するよう、御協力よろしくお願いいたしま

す。なお、検査については、国立感染症研究所

細菌第一部において実施することが可能です。 

（略） 

 

 

本疾患に関する技術的な問い合わせ：国立感染

症研究所細菌第一部第四室 

 

電話：03-5285-1111（内線 2224） 

 

（略） 

よって、国内における回帰熱とライム病の発

生動向を正確に把握するためにも、今後、貴管

内医療機関から、回帰熱又はライム病を疑う症

例について、病原体診断のための検査依頼があ

った場合は、回帰熱・ライム病両方の検査を実

施するよう、御協力よろしくお願いいたしま

す。なお、検査については、国立健康危機管理

研究機構国立感染症研究所細菌第一部において

実施することが可能です。 

（略） 

 

本疾患に関する技術的な問い合わせ：国立健康

危機管理研究機構国立感染症研究所細菌第一部

第四室 

電話：03-5285-1111 

 

６．「デング熱の国内感染疑いの症例について（情報提供及び協力依頼）」（平成 26 年１月

10 日健感発 0110 第１号各都道府県、保健所設置市、特別区衛生主管部（局）長宛て厚

生労働省健康局結核感染症課長通知） 

読替前 読替後 

（略） 

デング熱に関する技術的な問い合わせ先： 

国立感染症研究所ウイルス第一部第二室長 高

崎智彦 

電話：03－5285－1111 

 

（略） 

デング熱に関する技術的な問い合わせ先： 

国立健康危機管理研究機構国立感染症研究所ウ

イルス第一部第二室 

電話：03－5285－1111 

 

７．「Ｅ型肝炎発生届受理時の検体の確保等について」（平成 28 年８月 16 日付け健感発

0816 第３号、生食監発 0816 第２号各都道府県、保健所設置市、特別区衛生主管部

（局）長宛て厚生労働省健康局結核感染症課長、厚生労働省医薬・生活衛生局生活衛

生・食品安全部監視安全課長通知） 

読替前 読替後 

（略） （略） 



なお、分子疫学的手法による検査方法に関す

る照会（PCR プライマー及び陽性コントロール

の供与についての相談を含みます。）は、以下

の連絡先にお願いします。 

 

国立感染症研究所ウイルス第二部第五室長 石

井孝司 

電話番号 042-561-0771 

電子メールアドレス kishii@nih.go.jp 

 

なお、分子疫学的手法による検査方法に関す

る照会（PCR プライマー及び陽性コントロール

の供与についての相談を含みます。）は、以下

の連絡先にお願いします。 

 

国立健康危機管理研究機構国立感染症研究所ウ

イルス第二部第五室 

電話番号 042-561-0771 

（削る） 

 

８．「中東呼吸器症候群（MERS）の国内発生時の対応に関するＱ＆Ａについて（一部改

正）」（平成 29 年７月７日付け各都道府県、保健所設置市、特別区衛生主管部局宛て厚生

労働省健康局結核感染症課事務連絡） 

読替前 読替後 

（国への検体の搬送手段） 

問 11 国立感染症研究所へ検体を送付する際

は、どこに送付すればいいですか？ 

 

答 国立感染症研究所ウイルス第三部（村山庁

舎、東京都武蔵村山市学園４-７-１）へ送付

してください。 

車両で搬送する際には、事前に「搬送者の

所属、氏名、連絡先、搬送車の車種及びナン

バー、到着予定時刻」について、厚生労働省

健康局結核感染症課宛てに御連絡をお願いし

ます。搬送時に、搬送者は身分証明書を携行

し、国立感染症研究所の職員の求めに応じて

身分証明書の提示をしてください。 

 

 

 

問 12 国立感染症研究所へ検体を送付する際

は、ゆうパックで送付してもいいですか？ま

た、警察車両による伴走は必要ですか？ 

 

 

答 （略） 

 

（院内感染対策） 

問１５MERS 患者と接触する際には、どのよう

な感染予防策をとる必要がありますか？ 

 

答 MERS の主な感染経路は飛沫感染又は接触

感染と考えられています。そのため、標準予

防策・飛沫感染予防策を徹底してください。

特に、エアロゾル発生の可能性が考えられる

（国への検体の搬送手段） 

問 11 国立健康危機管理研究機構へ検体を送付

する際は、どこに送付すればいいですか？ 

 

答 国立健康危機管理研究機構国立感染症研究

所呼吸器系ウイルス研究部（村山キャンパ

ス、東京都武蔵村山市学園４-７-１）へ送付

してください。 

車両で搬送する際には、事前に「搬送者の

所属、氏名、連絡先、搬送車の車種及びナン

バー、到着予定時刻」について、厚生労働省

健康・生活衛生局感染症対策部感染症対策課

宛てに御連絡をお願いします。搬送時に、搬

送者は身分証明書を携行し、国立健康危機管

理研究機構の職員の求めに応じて身分証明書

の提示をしてください。 

 

問 12 国立健康危機管理研究機構へ検体を送付

する際は、ゆうパックで送付してもいいです

か？また、警察車両による伴走は必要です

か？ 

 

答 （略） 

 

（院内感染対策） 

問１５MERS 患者と接触する際には、どのよう

な感染予防策をとる必要がありますか？ 

 

答 MERS の主な感染経路は飛沫感染又は接触

感染と考えられています。そのため、標準予

防策・飛沫感染予防策を徹底してください。

特に、エアロゾル発生の可能性が考えられる



処置を実施する場合（患者の気道吸引、気管

内挿管等）には、N95 マスク、手袋、フェイ

スシールド、ゴーグル、ガウン（適宜エプロ

ンを追加）を着用するなどの空気感染予防策

を行ってください。また、患者の移動は可能

な限り限定し、移動する場合にはサージカル

マスクを着用させてください。詳細につきま

しては、「中東呼吸器症候群(MERS)・鳥イン

フルエンザ(H7N9)に対する院内感染対策

（2014 年 7 月 25 日・国立感染症研究所感染

症疫学センター、国立国際医療研究センター

病院国際感染症センター）」

https://www.niid.go.jp/niid/ja/ 

diseases/alphabet/mers/2186-idsc/4853-

mers-h7-hi.html を参照してください。 

 

処置を実施する場合（患者の気道吸引、気管

内挿管等）には、N95 マスク、手袋、フェイ

スシールド、ゴーグル、ガウン（適宜エプロ

ンを追加）を着用するなどの空気感染予防策

を行ってください。また、患者の移動は可能

な限り限定し、移動する場合にはサージカル

マスクを着用させてください。詳細につきま

しては、「中東呼吸器症候群(MERS)・鳥イン

フルエンザ(H7N9)に対する院内感染対策

（2014 年 7 月 25 日・国立健康危機管理研究

機構国立感染症研究所感染症疫学センター、

国立国際医療センター国際感染症センタ

ー）」https://www.niid.go.jp/niid/ja/ 

diseases/alphabet/mers/2186-idsc/4853-

mers-h7-hi.html を参照してください。 

 

９．「重症熱性血小板減少症候群（SFTS）に係る注意喚起について」（平成 29 年７月 24 日

付け健感発 0724 第１号公益社団法人日本医師会会長宛て厚生労働省健康局結核感染症課

長通知） 

読替前 読替後 

（略） 

１明確な基準はないが、患畜において発熱、白

血球減少症、血小板減少症、食欲消失等の症

状が認められ、さらに入院を要するほど重症

（自力採餌困難等）で、かつ他の感染症が否

定された場合に、SFTS ウイルスの感染につい

ても疑う。 

※確定診断にはウイルス学的な検査が必要で

す。検査方法等、技術的な内容の相談は国立

感染症研究所（info@niid.go.jp）にお問い

合わせください。 

２・３（略） 

（略） 

 

（略） 

１明確な基準はないが、患畜において発熱、白

血球減少症、血小板減少症、食欲消失等の症

状が認められ、さらに入院を要するほど重症

（自力採餌困難等）で、かつ他の感染症が否

定された場合に、SFTS ウイルスの感染につ

いても疑う。 

※確定診断にはウイルス学的な検査が必要で

す。検査方法等、技術的な内容の相談は国立

国立健康危機管理研究機構国立感染症研究所

にお問い合わせください。 

２・３（略） 

（略） 

 

10．「コリネバクテリウム・ウルセランスによるジフテリア様症状を呈する感染症患者に関

する情報について」（平成 30 年１月 10 日付け健感発 0110 第２号各都道府県、政令市、

特別区衛生主管部（局）長宛て厚生労働省健康局結核感染症課長通知） 

読替前 読替後 

（略） 

今般、国立感染症研究所における研究結果に

より、本感染症の事例が集積したことから、別

添のとおりＱ＆Ａを更新しましたので、ご了知

願いますとともに、関係者への周知方願いま

す。 

（略） 

今般、国立健康危機管理研究機構国立感染症

研究所における研究結果により、本感染症の事

例が集積したことから、別添のとおりＱ＆Ａを

更新しましたので、ご了知願いますとともに、

関係者への周知方願います。 



（略） 

 

別添 

コリネバクテリウム・ウルセランス感染症に

関するＱ＆Ａ 

 

【一般の方向け】 

Ｑ１～６（略） 

Ｑ７日本での発生状況は？ 

2001 年から 2017 年 11 月末までに国立感染

症研究所で発生を確認しているものは、25 例

です。公表されているものは以下のとおりで

す。（国立感染症研究所調べ） 

 

 

別紙２ 

獣医師の方へ 

サンプリング時の注意事項及び後の検体処理

方法について 

 

Corynebacterium ulcerans 感染疑い動物の

検査連絡先 

担当者 組織 連絡先 

岩城正昭 国立感染症研究

所細菌第二部第

三室 

 

042-561-077

１ 

 

山本明彦 国立感染症研究

所バイオセーフ

ティ管理室 

042-561-077

１ 

 

 

 

（略） （略） （略） 
 

（略） 

 

別添 

コリネバクテリウム・ウルセランス感染症に

関するＱ＆Ａ 

 

【一般の方向け】 

Ｑ１～６（略） 

Ｑ７日本での発生状況は？ 

2001 年から 2017 年 11 月末までに国立健康

危機管理研究機構で発生を確認しているもの

は、25 例です。公表されているものは以下の

とおりです。（国立健康危機管理研究機構調

べ） 

 

別紙２ 

獣医師の方へ 

サンプリング時の注意事項及び後の検体処理

方法について 

 

Corynebacterium ulcerans 感染疑い動物の

検査連絡先 

担当者 組織 連絡先 

（削る） 国立健康危機管

理研究機構国立

感染症研究所細

菌第二部第三室 

042-561-077

１ 

 

（削る） 国立健康危機管

理研究機構国立

感染症研究所安

全管理研究セン

ター第一室 

042-561-077

１ 

 

（略） （略） （略） 
 

 

11．「Ａ型肝炎発生届受理時の検体の確保等について」（平成 31 年２月６日付け健感発

0206 第１号薬生食監発 0206 第２号各都道府県、保健所設置市、特別区衛生主管部

（局）長宛て厚生労働省健康局結核感染症課長、厚生労働省医薬・生活衛生局食品監視

完全課長通知） 

読替前 読替後 

（略） 

従来、「Ａ型肝炎発生届受理時の検体の確保

等について」（平成 22年 4 月 26 日付け健感発

第 0426 第２号食安監発 0426 第４号）等に基づ

き、患者の糞便検体の確保や感染症法第 15 条

の規定に基づく積極的疫学調査を速やかに実施

していただくことについて、特段の御配慮をお

願いしているところです。最近のＡ型肝炎患者

（略） 

従来、「Ａ型肝炎発生届受理時の検体の確保

等について」（平成 22年 4 月 26 日付け健感発

第 0426 第２号食安監発 0426 第４号）等に基づ

き、患者の糞便検体の確保や感染症法第 15 条

の規定に基づく積極的疫学調査を速やかに実施

していただくことについて、特段の御配慮をお

願いしているところです。最近のＡ型肝炎患者



の届出状況に鑑み、引き続き、Ａ型肝炎の患者

発生届を受理した場合はウイルス株の分子疫学

的手法による解析が実施できるよう、患者の糞

便検体の確保に努めていただき、ウイルス株の

分子疫学的手法による解析並びにライブラリー

との照合を行うため国立感染症研究所への塩基

配列情報等の送付について一層の御配慮をよろ

しくお願いします。なお、国立感染症研究所の

連絡先については、以下の通り変更がございま

したので、ご留意をお願い致します。 

 

 

国立感染症研究所ウイルス第二部第五室（担

当：鈴木亮介、清原知子） 

 

電話番号：042-561-0771（村山庁舎） 

メールアドレス：ryosuke@nih.go.jp 、

kiyohara@nih.go.jp 

 

の届出状況に鑑み、引き続き、Ａ型肝炎の患者

発生届を受理した場合はウイルス株の分子疫学

的手法による解析が実施できるよう、患者の糞

便検体の確保に努めていただき、ウイルス株の

分子疫学的手法による解析並びにライブラリー

との照合を行うため国立健康危機管理研究機構

への塩基配列情報等の送付について一層の御配

慮をよろしくお願いします。なお、国立健康危

機管理研究機構の連絡先については、以下の通

り変更がございましたので、ご留意をお願い致

します。 

 

国立健康危機管理研究機構国立感染症研究所ウ

イルス第二部第五室 

 

電話番号：042-561-0771（村山キャンパス） 

（削る） 

 

12．「一類感染症に係る患者及び検体の搬送について」（平成 31 年３月 25 日付け各都道府

県、保健所設置市、特別区衛生主管部（局）長宛て厚生労働省健康局結核感染症課事務

連絡） 

読替前 読替後 

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療

に関する法律（平成 10 年法律第 114 号）第６

条第２項に定める一類感染症の患者又は一類感

染症の疑いのある患者が、海空港の検疫所又は

国内医療機関で確認された場合の当該患者の特 

定感染症指定医療機関や第一種感染症指定医療

機関等への搬送（以下一類感染症に係る患者の

搬送」という。）及び当該患者に係る検体の医

療機関から国立感染症研究所（東京都武蔵村山

市及び東京都新宿区戸山所在）への搬送（以下 

「一類感染症に係る検体の搬送」という。）に

ついて、別添 1 のとおり警察庁生活安全局地

域課長宛て協力を依頼し、別添２のとおり各都

道府県警察の支援をいただけることとなったと

ころであります。 

（略） 

 

別添１ 

（略） 

検疫所又は都道府県若しくは保健所設置市の

衛生主管部局が、実際に一類感染症に係る患者

の搬送や一類感染症に係る検体の搬送を行う必

要が発生した場合に、当該業務をより確実に遂

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療

に関する法律（平成 10 年法律第 114 号）第６

条第２項に定める一類感染症の患者又は一類感

染症の疑いのある患者が、海空港の検疫所又は

国内医療機関で確認された場合の当該患者の特 

定感染症指定医療機関や第一種感染症指定医療

機関等への搬送（以下一類感染症に係る患者の

搬送」という。）及び当該患者に係る検体の医

療機関から国立健康危機管理研究機構への搬送

（以下「一類感染症に係る検体の搬送」とい

う。）について、別添 1 のとおり警察庁生活安

全局地域課長宛て協力を依頼し、別添２のとお

り各都道府県警察の支援をいただけることとな

ったところであります。 

（略） 

 

 

別添１ 

（略） 

検疫所又は都道府県若しくは保健所設置市の

衛生主管部局が、実際に一類感染症に係る患者

の搬送や一類感染症に係る検体の搬送を行う必

要が発生した場合に、当該業務をより確実に遂



行できるようにお願いするとともに、今般、昨

今の状況に鑑み、国立感染症研究所戸山庁舎に

おいても対応可能な病原体について整理の上、

下記３を追記することとしました。 

 

（略） 

 

記 

１・２（略） 

３．一類感染症のうち、ペスト以外の検体は、

国立感染症研究所村山庁舎に搬送すること。 

 

 一類感染症のうち、ペストの検体は、国立感

染症研究所戸山庁舎に搬送すること。 

 

（略） 

 

行できるようにお願いするとともに、今般、昨

今の状況に鑑み、国立健康危機管理研究機構国

立感染症研究所戸山キャンパスにおいても対応

可能な病原体について整理の上、下記３を追記

することとしました。 

（略） 

 

記 

１・２（略） 

３．一類感染症のうち、ペスト以外の検体は、

国立健康危機管理研究機構国立感染症研究所

村山キャンパスに搬送すること。 

 一類感染症のうち、ペストの検体は、国立健

康危機管理研究機構国立感染症研究所戸山キ

ャンパスに搬送すること。 

（略） 

 

13. 「類鼻疽に関する周知啓発について」（令和３年 12 月 27 日付け各都道府県、政令市、

特別区衛生主管部（局）宛て厚生労働省健康局結核感染症課事務連絡） 

読替前 読替後 

（略） 

なお、本感染症の病原体診断等については、

国立感染症研究所において相談を受け付けてい

るので併せてお知らせいたします（※）。 

※病原体の検査等に関する問い合わせ先 

国立感染症研究所村山庁舎細菌第二部担当：堀

野敦子、森茂太郎 

電話番号：０４２－５６１－０７７１ 

 

 

別添１参考資料 

水槽の取り扱いに当たっては、類鼻疽菌以外

にも、これまでに「サルモネラ菌（注 1）」や

「非結核抗酸菌症（注 2 」等の感染事例も報

告されております。 

注 1：ミドリガメ等のハ虫類の取扱い Q&A

（厚生労働省 HP） 

注 2：非結核抗酸菌症（国立感染症研究所

HP） 

 

（略） 

なお、本感染症の病原体診断等については、

国立感染症研究所において相談を受け付けてい

るので併せてお知らせいたします（※）。 

※病原体の検査等に関する問い合わせ先 

国立健康危機管理研究機構国立感染症研究所細

菌第二部 

電話番号：０４２－５６１－０７７１ 

 

 

別添１参考資料 

水槽の取り扱いに当たっては、類鼻疽菌以外

にも、これまでに「サルモネラ菌（注 1）」や

「非結核抗酸菌症（注 2 」等の感染事例も報

告されております。 

注 1：ミドリガメ等のハ虫類の取扱い Q&A

（厚生労働省 HP） 

注 2：非結核抗酸菌症（国立健康危機管理研

究機構 HP） 

 

14．「エムポックスに関する情報提供及び協力依頼について」（令和４年５月 20 日付け各都

道府県、保健所設置市、特別区衛生主管部（局） 

読替前 読替後 

つきましては、別添について引き続き適切な

対応をお願いするとともに、特に、海外渡航歴

つきましては、別添について引き続き適切な

対応をお願いするとともに、特に、海外渡航歴



のある症例の検体については、国立感染症研究

所への検体送付に御協力をいただくようお願い

します。 

 

別添 

（２）医療機関における対応について 

２）診療上の留意点 

（略） 

・ 患者の臨床管理、「（５）治療薬とワクチ

ンについて」１）、２）に記載の臨床研究

への患者（確定例）及び接触者の参加につ

いては、国立国際医療研究センター国際感

染症センター（DCC）に相談を行うことが

可能である。 

【連絡先】 

国立研究開発法人国立国際医療研究センター

国際感染症センター（DCC） 

TEL: 03-3202-7181（代) 

Email: idsupport@hosp.ncgm.go.jp 

 

 

３）感染管理上の留意点 

・ 患者（確定例）、疑い例、接触者に対して

は、「診療の手引き」で示されている感染

対策を実施すること。なお、感染管理の実

際については、「エムポックス感染対策マ

ニュアル（2023 年 11 月９日）」（国立国際

医療研究センター国際感染症センター

（DCC））を参考にされたい。 

 

 

（３）保健所・都道府県等における対応につい

て 

１）周知啓発 

・ 地域の MSM 等のコミュニティや性感染症

の診療を行う医療機関等の協力も得て、本

事務連絡を含む、厚生労働省、国立感染症

研究所及び国立国際医療研究センター等が

発出した情報について周知啓発を積極的に

行うこと。 

２）報告 

・ 診療指針で定義される重症例またはハイ

リスク例に該当する可能性のある疑い例を

診療した医師等からの相談があった場合、

地方衛生研究所での検査でエムポックスの

診断が確定した場合には、以下の連絡先に

相談されたい。メールで連絡する場合は、

厚生労働省と国立感染症研究所の両方の連

のある症例の検体については、国立健康危機管

理研究機構への検体送付に御協力をいただくよ

うお願いします。 

 

別添 

（２）医療機関における対応について 

２）診療上の留意点 

（略） 

・ 患者の臨床管理、「（５）治療薬とワクチ

ンについて」１）、２）に記載の臨床研究

への患者（確定例）及び接触者の参加につ

いては、国立健康危機管理研究機構国立国

際医療センター国際感染症センター

（DCC）に相談を行うことが可能である。 

【連絡先】 

国立健康危機管理研究機構国立国際医療セン

ター国際感染症センター（DCC） 

TEL: 03-3202-7181（代) 

Email: idsupport@jihs.go.jp 

  

 

３）感染管理上の留意点 

・ 患者（確定例）、疑い例、接触者に対して

は、「診療の手引き」で示されている感染対策

を実施すること。なお、感染管理の実際につい

ては、「エムポックス感染対策マニュアル

（2023 年 11 月９日）」（国立健康危機管理研究

機構国立国際医療センター国際感染症センター

（DCC））を参考にされたい。 

 

 

（３）保健所・都道府県等における対応につい

て 

１）周知啓発 

・ 地域の MSM 等のコミュニティや性感染症

の診療を行う医療機関等の協力も得て、本

事務連絡を含む、厚生労働省、国立健康危

機管理研究機構等が発出した情報について

周知啓発を積極的に行うこと。 

 

２）報告 

・ 診療指針で定義される重症例またはハイ

リスク例に該当する可能性のある疑い例を

診療した医師等からの相談があった場合、

地方衛生研究所等での検査でエムポックス

の診断が確定した場合には、以下の連絡先

に相談されたい。メールで連絡する場合

は、厚生労働省と国立健康危機管理研究機



絡先を宛先に入れること。 

 

【連絡先】 

厚生労働省健康・生活衛生局感染症対策部感

染症対策課 

TEL: 03-3595-2257 （平日) 

Email: SARSOPC@mhlw.go.jp ※文頭に【エム

ポックス】と入れること 

国立感染症研究所 EOC 

 

TEL: 03-4582-2602 （平日） 

Email: eoc@nih.go.jp 

 

 

３）調査 

・ 別紙２を参考に、感染症法第 15 条に基づ

く積極的疫学調査を実施すること。 

・ 積極的疫学調査の実施にあたっては、国

立感染症研究所の実地疫学専門家養成プロ

グラム（FETP）の派遣を行うことができる

ので、積極的に活用を検討されたい。 

 

・ 調査結果については、感染症法第 15条に

基づき、国立感染症研究所により調査票の

分析を行うので、調査票を記入し第一報を

した時点（記載可能な範囲）で、可能な限

り電子ファイルで、上記メールアドレス

（厚生労働省感染症対策課及び国立感染症

研究所 EOC）に報告されたい（件名の文頭

に【エムポックス】と記載）。 

（略） 

 

 

 

４）検体 

・ 感染症法第 15 条に基づき、別紙１を参考

に検体を収集し、地方衛生研究所に送付す

ること。 

・ 国内の流行状況等の情報を把握するた

め、陽性と判明した検体については、後

日、国立感染症研究所への送付についてご

協力をお願いする。なお、陽性と判明した

検体であっても、ウイルス分離株を除き、

カテゴリーＢ6として輸送を行って差し支

えない（ウイルス分離株については、カテ

ゴリーＡで輸送すること。）。2023 年 11 月

以降、コンゴ民主共和国及び周辺国におい

て、これまで複数国で流行していたクレー

構の両方の連絡先を宛先に入れること。 

 

【連絡先】 

厚生労働省健康・生活衛生局感染症対策部感

染症対策課 

TEL: 03-3595-2257 （平日) 

Email: SARSOPC@mhlw.go.jp ※文頭に【エム

ポックス】と入れること 

国立健康危機管理研究機構危機管理・運営局

感染症危機管理部危機管理統括課緊急時対応

センター運営室 

TEL: 03-4582-2602 （平日） 

Email: eoc@nih.go.jp 

 

３）調査 

・ 別紙２を参考に、感染症法第 15 条に基づ

く積極的疫学調査を実施すること。 

・ 積極的疫学調査の実施にあたっては、国

立健康危機管理研究機構の実地疫学専門家

養成プログラム（FETP）の派遣を行うこと

ができるので、積極的に活用を検討された

い。 

・ 調査結果については、感染症法第 15条に

基づき、国立健康危機管理研究機構により

調査票の分析を行うので、調査票を記入し

第一報をした時点（記載可能な範囲）で、

可能な限り電子ファイルで、上記メールア

ドレス（厚生労働省感染症対策課及び国立

健康危機管理研究機構危機管理・運営局感

染症危機管理部危機管理統括課緊急時対応

センター運営室）に報告されたい（件名の

文頭に【エムポックス】と記載）。 

（略） 

 

４）検体 

・ 感染症法第 15 条に基づき、別紙１を参考

に検体を収集し、地方衛生研究所等に送付

すること。 

・ 国内の流行状況等の情報を把握するた

め、陽性と判明した検体については、後

日、国立健康危機管理研究機構への送付に

ついてご協力をお願いする。なお、陽性と

判明した検体であっても、ウイルス分離株

を除き、カテゴリーＢ6として輸送を行っ

て差し支えない（ウイルス分離株について

は、カテゴリーＡで輸送すること。）。2023

年 11 月以降、コンゴ民主共和国及び周辺

国において、これまで複数国で流行してい



ドⅡb と比較して、より重症化するリスク

が高い可能性があるクレードⅠの接触感染

が報告されていることから、特に検査と並

行して、渡航歴、接触歴（性的接触歴を含

む。）の詳細な情報の聴取を行うことが重

要である。海外渡航歴のある症例の検体に

ついては、感染症法第 15 条第 15項に基づ

き検体の提出を求める場合がある。 

（略） 

 

６国立感染症研究所「感染性物質の輸送規制

に関するガイダンス 2013-2014 版」 

（略） 

 

 

５）エムポックス患者等及び接触者への対応 

・ エムポックス患者等の滞在場所や病原体

に汚染された可能性がある物件等について

は、感染症法第 27 条又は第 29 条に基づ

き、必要に応じて適切に消毒等を行うこ

と。消毒方法については、「感染症法に基

づく消毒・滅菌の手引き」（令和４年３月

11 日付け健感発第 0311 第８号厚生労働省

健康局結核感染症課長通知別添）の「痘そ

う」のほか、「エムポックス感染対策マニ

ュアル（2023 年 11 月９日）」（国立国際医

療研究センター国際感染症センター

（DCC））を参照すること。消毒方法の詳細

については、国立感染症研究所に相談され

たい。 

 

（４）地方衛生研究所における対応について 

・ 「病原体検出マニュアルエムポックス（第

４版）（令和５年６月国立感染症研究所）」に

基づき、疑い例から採取された検体の検査を

実施されたい。なお、地方衛生研究所におけ

る検査費用については、感染症発生動向調査

事業負担金の対象となることを申し添える。 

 

・ 病原体が確認された場合には、その検査結

果等について、保健所を通じて、（３）に記

載の厚生労働省と国立感染症研究所 EOC 連絡

先に報告されたい。 

 

 

 

（５）治療薬とワクチンについて 

現在、国立国際医療研究センター(NCGM)等に

たクレードⅡb と比較して、より重症化す

るリスクが高い可能性があるクレードⅠの

接触感染が報告されていることから、特に

検査と並行して、渡航歴、接触歴（性的接

触歴を含む。）の詳細な情報の聴取を行う

ことが重要である。海外渡航歴のある症例

の検体については、感染症法第 15条第 15

項に基づき検体の提出を求める場合があ

る。 

（略） 

６国立健康危機管理研究機構「感染性物質の

輸送規制に関するガイダンス 2013-2014 

版」 

（略） 

 

５）エムポックス患者等及び接触者への対応 

・ エムポックス患者等の滞在場所や病原体

に汚染された可能性がある物件等について

は、感染症法第 27 条又は第 29 条に基づ

き、必要に応じて適切に消毒等を行うこ

と。消毒方法については、「感染症法に基

づく消毒・滅菌の手引き」（令和４年３月

11 日付け健感発第 0311 第８号厚生労働省

健康局結核感染症課長通知別添）の「痘そ

う」のほか、「エムポックス感染対策マニ

ュアル（2023 年 11 月９日）」（国立健康危

機管理研究機構国立国際医療センター国際

感染症センター（DCC））を参照すること。

消毒方法の詳細については、国立健康危機

管理研究機構に相談されたい。 

 

（４）地方衛生研究所等における対応について 

・ 「病原体検出マニュアルエムポックス（第

４版）（令和５年６月国立健康危機管理研究

機構）」に基づき、疑い例から採取された検

体の検査を実施されたい。なお、地方衛生研

究所等における検査費用については、感染症

発生動向調査事業負担金の対象となることを

申し添える。 

・ 病原体が確認された場合には、その検査結

果等について、保健所を通じて、（３）に記

載の厚生労働省と国立健康危機管理研究機構

危機管理・運営局感染症危機管理統括課緊急

時対応センター運営室連絡先に報告された

い。 

 

（５）治療薬とワクチンについて 

現在、国立健康危機管理研究機構等におい



おいて、エムポックスの患者への治療薬の投

与、接触者への曝露後ワクチン接種に関する臨

床研究を実施している。患者（確定例）又は接

触者が臨床研究の要件に合致し、当該者が臨床

研究に関する説明を受け合意した場合には臨床

研究に参加することが可能である。当該臨床研

究に関する相談先については、（２）２）を参

照されたい。 

 

（６）試料・データの利活用について 

・ 厚生労働省委託事業新興・再興感染症デー

タバンク事業ナショナル・リポジトリ

（REBIND）に参加している医療機関において

は、令和４年 10月 26 日よりエムポックスが

対象感染症となっており、検体の提供等につ

いては国立国際医療研究センターREBIND 施

設連携室へ連絡すること。 

 

【連絡先】 

国立国際医療研究センターREBIND 施設連携

室 

TEL: 03-3202-7181（代) 

Email: rebind.contact@hosp.ncgm.go.jp 

 

 

２．参考資料 

（１）エムポックスの基礎情報について 

・国立感染症研究所ファクトシート：エムポッ

クスとは 

（２）2022 年５月以降、複数国で報告されて

いるエムポックスについて 

・ 国立感染症研究所「複数国で報告されてい

るエムポックスについて（第７報）」 

 

（略） 

・ 国立感染症研究所「コンゴ民主共和国にお

けるクレードⅠによるエムポックスの流行に

ついて」 

（略） 

 

（３） 

・ 「病原体検出マニュアルエムポックス（第

４版）（令和５年６月国立感染症研究所）」 

（略） 

 

 

（４）感染予防策について 

（略） 

て、エムポックスの患者への治療薬の投与、接

触者への曝露後ワクチン接種に関する臨床研究

を実施している。患者（確定例）又は接触者が

臨床研究の要件に合致し、当該者が臨床研究に

関する説明を受け合意した場合には臨床研究に

参加することが可能である。当該臨床研究に関

する相談先については、（２）２）を参照され

たい。 

 

（６）試料・データの利活用について 

・ 厚生労働省委託事業新興・再興感染症デー

タバンク事業ナショナル・リポジトリ

（REBIND）に参加している医療機関において

は、令和４年 10月 26 日よりエムポックスが

対象感染症となっており、検体の提供等につ

いては国立健康危機管理研究機構へ連絡する

こと。 

 

【連絡先】 

国立健康危機管理研究機構 

TEL: 03-3202-7181（代) 

Email: rebind.contact@jihs.go.jp 

 

 

 

２．参考資料 

（１）エムポックスの基礎情報について 

・国立健康危機管理研究機構ファクトシート：

エムポックスとは 

（２）2022 年５月以降、複数国で報告されて

いるエムポックスについて 

・ 国立健康危機管理研究機構「複数国で報告

されているエムポックスについて（第７

報）」 

（略） 

・国立健康危機管理研究機構「コンゴ民主共和

国におけるクレードⅠによるエムポックスの

流行について」 

（略） 

 

（３） 

・ 「病原体検出マニュアルエムポックス（第

４版）（令和５年６月国立健康危機管理研究

機構）」 

（略） 

 

（４）感染予防策について 

（略） 



・ 「エムポックス感染対策マニュアル（2023

年 11 月９日）」（国立国際医療研究センター

国際感染症センター（DCC）） 

 

（略） 

 

別紙１ 病原体検査のために必要な検体採取、

保存方法について 

「病原体検出マニュアルエムポックスウイルス

（第４版）（令和５年６月国立感染症研究

所）」に基づき、実施すること。 

（略） 

 

 

別紙２ エムポックスに対する積極的疫学調査

実施要領 

 

（参照） 

・ 国立感染症研究所．エムポックスとは 

 

（略） 

・ 国立感染症研究所「複数国で報告されてい

るエムポックスについて（第７報）」 

 

 

その他 

・ 「症例」及び「疑い例」の滞在場所等の消

毒については、当面、「感染症法に基づく消

毒・滅菌の手引き」（令和４年３月 11 日付け

健感発第 0311 第８号厚生労働省健康局結核

感染症課長通知別添）の「痘そう」のほか、

「エムポックス感染対策マニュアル（2023

年 11 月９日）」（国立国際医療研究センター

国際感染症センター（DCC））を参照する。 

 

 

別紙３  

サル痘予防における痘そうワクチンの有効性

及び安全性を検討する観察研究（自治体及び医

療機関の皆様向け研究概要説明資料） 

 

※この文書は、本研究の内容をわかりやすく説

明するためのものです。本研究について患者

に説明する場合、必ず同意説明文書を参照

し、必要に応じて国立国際医療研究センター

国際感染症センターにお問い合わせくださ

い。 

 

・ 「エムポックス感染対策マニュアル（2023

年 11 月９日）」（国立健康危機管理研究機構

国立国際医療センター国際感染症センター

（DCC）） 

（略） 

 

別紙１ 病原体検査のために必要な検体採取、

保存方法について 

「病原体検出マニュアルエムポックスウイルス

（第４版）（令和５年６月国立健康危機管理

研究機構）」に基づき、実施すること。 

（略） 

 

別紙２ エムポックスに対する積極的疫学調査

実施要領 

 

（参照） 

・ 国立健康危機管理研究機構．エムポックス

とは 

（略） 

・ 国立健康危機管理研究機構「複数国で報告

されているエムポックスについて（第７

報）」 

 

その他 

・ 「症例」及び「疑い例」の滞在場所等の消

毒については、当面、「感染症法に基づく消

毒・滅菌の手引き」（令和４年３月 11 日付け

健感発第 0311 第８号厚生労働省健康局結核

感染症課長通知別添）の「痘そう」のほか、

「エムポックス感染対策マニュアル（2023

年 11 月９日）」（国立健康危機管理研究機構

国立国際医療センター国際感染症センター

（DCC））を参照する。 

 

別紙３  

サル痘予防における痘そうワクチンの有効性

及び安全性を検討する観察研究（自治体及び医

療機関の皆様向け研究概要説明資料） 

 

※この文書は、本研究の内容をわかりやすく説

明するためのものです。本研究について患者

に説明する場合、必ず同意説明文書を参照

し、必要に応じて国立健康危機管理研究機構

国立国際医療センター国際感染症センターに

お問い合わせください。 



 

15．「医療法第６条の 11 第２項の規定に基づき厚生労働大臣が定める団体」の一部改正に

ついて（周知依頼）」（令和４年 12 月７日付け各都道府県、保健所設置市、特別区衛生主

管部（局）宛て厚生労働省医政局地域医療計画課医療安全推進・医務指導室事務連絡） 

読替前 読替後 

別添１ 

医療法第６条の 11 第２項の規定に基づき厚

生労働大臣が定める団体の一部を改正する件に

ついて 

１（略） 

２．厚生労働大臣が定める団体 

（略） 

○病院事業者 

（略） 

・（国研）国立精神・神経医療研究センター 

・（国研）国立国際医療研究センター 

・（国研）国立成育医療研究センター 

・（国研）国立長寿医療研究センター 

（新設） 

・日本赤十字社 

（略） 

 

別添１ 

医療法第６条の 11 第２項の規定に基づき厚

生労働大臣が定める団体の一部を改正する件に

ついて 

１（略） 

２．厚生労働大臣が定める団体 

（略） 

○病院事業者 

（略） 

・（国研）国立精神・神経医療研究センター 

（削る） 

・（国研）国立成育医療研究センター 

・（国研）国立長寿医療研究センター 

・国立健康危機管理研究機構 

・日本赤十字社 

（略） 

 

16．「2025 年日本国際博覧会（大阪・関西万博）開催に伴う感染症サーベイランスの取組

強化について」（令和６年９月６日付け各都道府県、保健所設置市、特別区衛生主管部

（局）宛て厚生労働省健康・生活衛生局感染症対策部感染症対策課事務連絡） 

読替前 読替後 

（略） 

令和６年１月９日付け事務連絡「「2025 年日

本国際博覧会（大阪・関西万博）に向けての感

染症リスク評価」について」にて、国立感染症

研究所が実施したリスク評価の内容について御

連絡したところですが、期間中の強化サーベイ

ランスの実施体制並びに万博関係者及び万博来

場者の感染状況の情報共有については、令和７

年３月 13 日（木）から開始することとし、そ

の内容は別紙のとおりといたしますので、これ

らの内容を御了知の上、関係機関等への周知を

図るとともに、その実施に遺漏なきようお願い

いたします。 

（略） 

 

５．万博関係者又は万博来場者に関する強化サ

ーベイランス対象疾患の探知時の国立感染症

研究所への相談体制の確保自治体において、

強化サーベイランス対象疾患について、以下

（略） 

令和６年１月９日付け事務連絡「「2025 年日

本国際博覧会（大阪・関西万博）に向けての感

染症リスク評価」について」にて、国立健康危

機管理研究機構が実施したリスク評価の内容に

ついて御連絡したところですが、期間中の強化

サーベイランスの実施体制並びに万博関係者及

び万博来場者の感染状況の情報共有について

は、令和７年３月 13 日（木）から開始するこ

ととし、その内容は別紙のとおりといたします

ので、これらの内容を御了知の上、関係機関等

への周知を図るとともに、その実施に遺漏なき

ようお願いいたします。 

（略） 

 

５．万博関係者又は万博来場者に関する強化サ

ーベイランス対象疾患の探知時の国立健康危

機管理研究機構への相談体制の確保自治体に

おいて、強化サーベイランス対象疾患につい



に該当する万博関係者又は万博来場者の事例

を探知した場合には、国立感染症研究所にご

相談いただきますようお願いいたします（※

４）。 

（※４）（略） 

 

○相談対象となる事例（以下のいずれかに該

当） 

・潜伏期間・行動歴等から、万博会場での感

染が否定できない事例 

・感染性があると考えられる期間に万博会場

に滞在したと考えられる事例 

○ご相談先：国立感染症研究所 

 

 

電話番号：03-4582-2602 （平日） 

Email: eoc-expo2025@nih.go.jp 

 

て、以下に該当する万博関係者又は万博来場

者の事例を探知した場合には、国立健康危機

管理研究機構にご相談いただきますようお願

いいたします（※４）。 

（※４）（略） 

 

○相談対象となる事例（以下のいずれかに該

当） 

・潜伏期間・行動歴等から、万博会場での感

染が否定できない事例 

・感染性があると考えられる期間に万博会場

に滞在したと考えられる事例 

○ご相談先：国立健康危機管理研究機構危機管

理・運営局感染症危機管理部危機管理統括課

緊急時対応センター運営室 

電話番号：03-4582-2602 （平日） 

Email: eoc-expo2025@nih.go.jp 

 

17．「「病原体検出マニュアル（動物由来検体）」の作成について」（令和６年 10 月９日付け

感感発 1009 第１号各都道府県、保健所設置市、特別区衛生主管部（局）長宛て厚生労働

省健康・生活衛生局感染症対策部感染症対策課長通知） 

読替前 読替後 

 

（参考） 

別添：「病原体検出マニュアル（動物由来検

体）」重症熱性血小板減少症候群（SFTS） 

国立感染症研究所ＨＰ：獣医科学部トップペー

ジ 

https://www.niid.go.jp/niid/ja/from-

vet/2450-vet-top.html 

 

病原体検出マニュアル（動物由来検体）重症熱

性血小板減少症候群（SFTS）ウイルス 

 

１.概説 

ヒト検体を検査するためのマニュアルはすで

に整備され、国立感染症研究所の HP に掲載さ

れている 13）が、動物検体の検査方法は、国

立感染症研究所獣医科学部により検討され一部

ヒト用とは異なる PCR 法が採用されており、

今回、令和 5年度新興・再興感染症に対する革

新的医薬品等開発推進研究事業「愛玩動物由来

人獣共通感染症の対策を目指した総合研究」に

おいてマニュアルを作成した。 

 

 

 

（参考） 

別添：「病原体検出マニュアル（動物由来検

体）」重症熱性血小板減少症候群（SFTS） 

国立健康危機管理研究機構ＨＰ：獣医科学部ト

ップページ 

https://www.niid.go.jp/niid/ja/from-

vet/2450-vet-top.html 

 

病原体検出マニュアル（動物由来検体）重症熱

性血小板減少症候群（SFTS）ウイルス 

 

１.概説 

ヒト検体を検査するためのマニュアルはすで

に整備され、国立健康危機管理研究機構の HP 

に掲載されている 13）が、動物検体の検査方

法は、国立健康危機管理研究機構国立感染症研

究所獣医科学部により検討され一部ヒト用とは

異なる PCR 法が採用されており、今回、令和 5

年度新興・再興感染症に対する革新的医薬品等

開発推進研究事業「愛玩動物由来人獣共通感染

症の対策を目指した総合研究」においてマニュ

アルを作成した。 

 



３．検査の進め方 

（略） 

4-3.2 Real-time RT-PCR 反応 

１）（略） 

２) スタンダード RNA 配列 

国立感染症研究所より配付のある陽性コ

ントロールの塩基配列は以下のとおり。 

 

（略） 

 

６.問い合わせ・連絡先 

陽性コントロール、SFTSV 抗原及び mock 抗

原の分与やその他の問い合わせは下記のとお

り。 

〒162-8640 東京都新宿区戸山 1-23-1 

国立感染症研究所獣医科学部 

 

前田健 

e-mail kmaeda@niid.go.jp 

TEL 03-5285-1111 

FAX 03-5285-1179 

 

３．検査の進め方 

（略） 

4-3.2 Real-time RT-PCR 反応 

１）（略） 

２) スタンダード RNA 配列 

国立健康危機管理研究機構より配付のある

陽性コントロールの塩基配列は以下のとお

り。 

（略） 

 

６.問い合わせ・連絡先 

陽性コントロール、SFTSV 抗原及び mock 抗

原の分与やその他の問い合わせは下記のとお

り。 

〒162-8640 東京都新宿区戸山 1-23-1 

国立健康危機管理研究機構国立感染症研究

所獣医科学部 

（削る） 

（削る） 

TEL 03-5285-1111 

FAX 03-5285-1179 

 

18．「侵襲性Ａ群溶血性連鎖球菌感染症に係る研究について（協力依頼）」（令和６年 12 月

３日付け厚生労働科学研究費補助金（振興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事

業）「成人の侵襲性細菌感染症サーベイランスの強化のための研究」地方公共団体宛て厚

生労働省健康・生活衛生局感染症対策部感染症対策課事務連絡） 

読替前 読替後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（別添） 

５．本計画に関する問い合わせ先 

  本研究に関する不明点及び詳細な研究計画

書を希望される場合は、下記へ連絡をお願い

する。 

2024 年度厚生労働科学研究費補助金（新

興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事

業）「成人の侵襲性細菌感染症サーベイラン

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（別添） 

５．（略）  

 

 

 

 

 

 

（連絡先） 

研究代表者：明田 幸弘（あけだ ゆきひ

ろ） 

所属：国立感染症研究所 細菌第一部 

 

電話番号：03-5258-1111 

（連絡先） 

研究代表者：明田 幸弘（あけだ ゆきひ

ろ） 

所属：国立健康危機管理研究機構 国立感

染症研究所 細菌第一部 

電話番号：03-5258-1111 



スの強化のための研究」 

 

（連絡先）研究代表者：明田幸宏（あけだゆき

ひろ） 

所属：国立感染症研究所細菌第一部 

 

電話番号：03-5285-1111（代表）、FAX：

03−5285−1163 

 

 

 

 

（連絡先）研究代表者：明田幸宏（あけだゆき

ひろ） 

所属：国立健康危機管理研究機構国立感染症

研究所細菌第一部 

電話番号：03-5285-1111（代表）、FAX：

03−5285−1163 

 

19．「エコーウイルス 11 型（Ｅ-11）感染症の実態把握について（協力依頼）」（令和７年２

月６日付け各都道府県、保健所設置市、特別区衛生主管部（局）宛て厚生労働省健康・

生活衛生局感染症対策部感染症対策課事務連絡） 

読替前 読替後 

（別紙） 

エコーウイルス 11 型（E-11）感染症の医療

機関での対応及び積極的疫学調査の取り扱いに

ついて 

４保健所・都道府県等における対応について 

（１）（略） 

（２）調査 

・ （略） 

・２の暫定症例定義を満たす症例について、

感染症法第 12 条第１項に基づく医師の届

出があった場合、疑似症の届出対象の定点

医療機関から感染症法第 14 条における疑

似症として届出があった場合又は疑似症の

届出対象の定点医療機関以外の医療機関か

ら相談があった場合は、感染症法第 15 条

第１項に基づき積極的疫学調査を実施する

こと。また、積極的疫学調査の結果につい

ては、感染症法第 15 条第 16 項に基づ

き、国立感染症研究所により調査票の分析

を行うので、別紙参考２の調査票を記入

し、症例の退院時に以下の国立感染症研究

所に報告されたい（件名に「エコーウイル

ス」と記載）。 

 

国立感染症研究所緊急時対応センター 

 

 

（電話番号） 

（メールアドレス） 

 

（３）検体 

・感染症法第 15 条第 1 項に基づき、別紙参

（別紙） 

エコーウイルス 11 型（E-11）感染症の医療

機関での対応及び積極的疫学調査の取り扱いに

ついて 

４保健所・都道府県等における対応について 

（１）（略） 

（２）調査 

・ （略） 

・２の暫定症例定義を満たす症例について、

感染症法第 12 条第１項に基づく医師の届

出があった場合、疑似症の届出対象の定点

医療機関から感染症法第 14 条における疑

似症として届出があった場合又は疑似症の

届出対象の定点医療機関以外の医療機関か

ら相談があった場合は、感染症法第 15 条

第１項に基づき積極的疫学調査を実施する

こと。また、積極的疫学調査の結果につい

ては、感染症法第 15 条第 16 項に基づ

き、国立健康危機管理研究機構により調査

票の分析を行うので、別紙参考２の調査票

を記入し、症例の退院時に以下の国立健康

危機管理研究機構に報告されたい（件名に

「エコーウイルス」と記載）。 

 

国立健康危機管理研究機構危機管理・運営

局感染症危機管理部危機管理統括課緊急時

対応センター運営室 

電話番号：03-4582-2602 （平日） 

（削る） 

 

（３）検体 

・感染症法第 15 条第 1 項に基づき、別紙参



考１を参考に検体を収集し、地方衛生研究

所に送付すること。 

・（略） 

・本依頼により報告された症例については、

後日、厚生労働省又は国立感染症研究所か

ら都道府県及び医療機関等に対し、検体の

送付を依頼し、原因究明のための追加調査

等を行う場合があるので、可能な限り、別

紙参考１の方法による検体の保存を、１年

間ご協力いただきたい。 

・（略） 

 

（４）公表 

・感染症法 15 条第 13 項に基づき収集した

調査内容については、感染症法第 16 条に

基づき、国立感染症研究所において分析

し、匿名化されたのち、集計情報を国民に

情報提供する予定である。 

 

５地方衛生研究所における対応について 

・当該疑似症に関する検体については、以下の

検査を実施されたい。 

 

【地方衛生研究所における検査について】 

・ （略） 

・実施上の技術的な照会や行政検査依頼を国立

感染症研究所に行うことができるので、状況

により連絡・相談いただきたい。 

・なお、地方衛生研究所における当該検査費用

については、感染症発生動向調査事業負担金

の対象となることを申し添える。 

・（略） 

 

別紙参考１ 病原体検査のために必要な検体採

取、保存方法について 

 

（略） 

 

検体保管・送付時の留意点 

１～４（略） 

※可能な限り上記での送付が望ましいが、難し

い場合は国立感染症研究所にお問い合わせい

ただきたい。 

 

別紙参考２ エコーウイルス 11 型感染症の基

本情報・臨床情報調査票（2025 年２月６日

現在） 

※グレーの塗りつぶしの項目は国立感染症研究

考１を参考に検体を収集し、地方衛生研究

所等に送付すること。 

・（略） 

・本依頼により報告された症例については、

後日、厚生労働省又は国立健康危機管理研

究機構から都道府県及び医療機関等に対

し、検体の送付を依頼し、原因究明のため

の追加調査等を行う場合があるので、可能

な限り、別紙参考１の方法による検体の保

存を、１年間ご協力いただきたい。 

・（略） 

 

（４）公表 

・感染症法 15 条第 13 項に基づき収集した

調査内容については、感染症法第 16 条に

基づき、国立健康危機管理研究機構におい

て分析し、匿名化されたのち、集計情報を

国民に情報提供する予定である。 

 

５地方衛生研究所等における対応について 

・当該疑似症に関する検体については、以下の

検査を実施されたい。 

 

【地方衛生研究所等における検査について】 

・ （略） 

・実施上の技術的な照会や行政検査依頼を国立

健康危機管理研究機構に行うことができるの

で、状況により連絡・相談いただきたい。 

・なお、地方衛生研究所等における当該検査費

用については、感染症発生動向調査事業負担

金の対象となることを申し添える。 

・（略） 

 

別紙参考１ 病原体検査のために必要な検体採

取、保存方法について 

 

（略） 

 

検体保管・送付時の留意点 

１～４（略） 

※可能な限り上記での送付が望ましいが、難し

い場合は国立健康危機管理研究機構にお問い

合わせいただきたい。 

 

別紙参考２ エコーウイルス 11 型感染症の基

本情報・臨床情報調査票（2025 年２月６日

現在） 

※グレーの塗りつぶしの項目は国立健康危機管



所への報告時には記入不要です。 

 

理研究機構への報告時には記入不要です。 

 

※なお、国立健康危機管理研究機構国立感染症研究所については今夏を目途にメールアド

レスの変更がある予定であるため、別途担当より連絡をさせていただく。 


